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『
日
本
書
紀
』
は
「
正
史
」
か
池
田
昌
広
一
「
正
史
」
と
「
通
史
」
『日
本
書
紀
』
(以
下
『書
紀
』
と
略
称
)
が
名
義
の
問
題
を
か
か
え
て
い
る
こ
と
は
、
研
究
者
の
あ
い
だ
で
は
通
有
の
知
識
で
あ
ヘ
へ
ろ
う
。
問
題
の
あ
り
か
を
端
的
に
い
え
ば
、
『書
紀
』
の
現
存
古
写
本
が
と
も
に
「
日
本
書
紀
」
の
標
題
で
あ
る
の
に
、
そ
の
撰
上
を
へ
唯
一
つ
た
え
る
『続
日
本
紀
』
養
老
四
年
条
が
、
た
だ
「
日
本
紀
」
と
呼
ん
で
い
る
齟
齬
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
す
く
な
か
ら
ざ
る
研
究
が
こ
の
問
題
を
論
じ
た
け
れ
ど
、
齟
齬
の
生
じ
た
理
由
を
解
く
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
。
　ユ
　
書
名
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
私
も
関
聯
史
料
と
お
も
な
学
説
と
を
整
理
し
て
、
あ
る
展
望
を
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
前
稿
で
主
張
し
た
の
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
『書
紀
』
述
作
を
さ
さ
え
た
史
学
思
想
が
六
朝
の
そ
れ
で
あ
っ
た
と
思
し
き
こ
と
で
あ
る
。
冒
頭
に
生
成
論
を
配
し
た
『書
紀
』
の
体
例
は
、
こ
れ
ま
で
説
か
れ
て
き
た
編
年
体
で
は
な
く
、
六
朝
に
盛
行
し
た
「通
史
」
体
で
あ
る
可
能
性
が
　　
　
高
い
。
生
成
論
よ
り
起
筆
す
る
の
は
「
通
史
」
の
常
例
で
あ
っ
た
。
『書
紀
』
の
史
体
が
「通
史
」
体
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
『続
日
本
紀
』
の
し
る
す
「日
本
紀
」
は
、
「
紀
」
を
名
の
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
み
つ
か
ら
の
史
体
が
「
通
史
」
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
を
含
意
さ
せ
た
名
義
で
あ
る
と
領
会
さ
れ
る
。
「通
史
」
体
史
籍
は
、
当
時
た
だ
「帝
紀
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
現
在
、
『書
紀
』
の
原
題
が
、
「日
本
紀
」
で
あ
っ
た
か
「
日
本
書
」
で
あ
っ
た
か
、
意
見
の
対
立
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
「
通
史
」
と
の
類
似
を
勘
案
す
れ
ぼ
、
「日
本
紀
」
に
み
と
め
る
見
解
が
説
得
力
を
も
つ
。
『続
日
本
紀
』
と
い
う
優
先
度
の
高
い
史
料
を
論
拠
に
し
『日
本
書
紀
』
は
「正
史
」
か
二
三
二
四
て
い
る
こ
と
は
、
「日
本
紀
」
説
を
い
っ
そ
う
有
利
に
す
る
。
ひ
る
が
え
っ
て
、
原
題
を
「
日
本
書
」
と
す
る
説
は
、
『書
紀
』
述
作
者
が
紀
伝
体
史
書
を
志
向
し
た
と
い
う
根
拠
な
き
想
定
を
前
提
に
し
て
お
り
賛
同
し
が
た
い
。
た
だ
し
天
平
十
年
こ
ろ
、
す
で
に
「日
本
書
紀
」
の
呼
称
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
明
白
な
証
左
が
あ
る
し
、
古
写
本
の
標
題
が
例
外
な
く
「日
本
書
紀
」
で
あ
る
事
実
は
重
い
。
前
稿
で
は
、
こ
れ
ら
一
見
し
て
矛
盾
に
思
わ
れ
る
不
整
合
の
説
明
を
、
「
日
本
紀
」
か
ら
「
日
本
書
」
へ
の
名
義
の
変
容
を
も
っ
て
す
る
私
案
を
述
べ
た
。
原
題
「日
本
紀
」
を
み
と
め
た
う
え
で
、
『日
本
紀
』
成
書
以
後
に
「日
本
書
の
本
紀
」
を
意
味
す
る
「日
本
書
紀
」
の
呼
称
が
あ
ら
わ
れ
た
と
考
え
れ
ば
、
関
聯
史
料
の
あ
い
だ
に
あ
る
く
い
ち
が
い
を
う
ま
く
説
明
で
き
る
。
そ
し
て
、
「
日
本
書
紀
」
命
名
の
動
機
、
換
言
す
れ
ば
あ
ら
た
な
名
称
を
生
ぜ
し
め
た
き
っ
か
け
を
「正
史
」
概
念
の
将
来
に
も
と
め
た
。
私
の
い
う
　ヨ
　
「正
史
」
と
は
、
現
存
文
献
で
は
『隋
書
』
経
籍
志
(以
下
、
隋
志
と
略
称
)
に
初
出
し
、
「
『史
.
漢
』
の
体
例
に
準
拠
し
て
、
公
的
　ぎ
な
「史
官
」
が
著
述
し
た
紀
伝
体
の
断
代
史
L
の
類
名
で
あ
る
。
現
代
日
本
語
で
、
『書
紀
』
を
「本
邦
第
一
の
正
史
」
な
ぞ
と
形
容
す
る
ば
あ
い
の
「
正
史
」
の
用
法
、
す
な
わ
ち
「国
家
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
正
式
の
歴
史
書
」
(『大
辞
林
』
第
三
版
)
の
意
で
は
な
い
。さ
て
、
隋
志
史
部
は
十
三
の
類
目
を
有
す
る
が
、
そ
の
祖
型
は
梁
・
阮
孝
緒
『七
録
』
の
十
二
部
に
お
い
て
す
で
に
準
備
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
た
だ
し
、
隋
志
は
『七
録
』
の
分
類
を
そ
の
ま
ま
つ
か
わ
ず
、
こ
れ
に
意
識
的
の
改
変
を
ほ
ど
こ
し
て
い
る
。
本
稿
の
論
旨
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
隋
志
が
史
書
の
体
例
上
の
正
統
と
異
端
と
を
は
っ
き
り
分
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
の
ち
に
記
す
る
よ
う
に
、
隋
志
は
唐
の
高
宗
朝
に
成
っ
た
が
、
隋
志
の
分
類
の
基
本
形
は
、
有
唐
一
代
の
み
な
ら
ず
の
ち
の
目
録
に
ま
で
踏
襲
さ
れ
た
。
影
響
は
本
邦
の
『日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
ま
で
お
よ
ん
で
い
る
。
　
　
　
隋
志
の
総
序
お
よ
び
史
部
の
各
小
序
を
通
覧
す
れ
ば
、
「史
官
」
の
盛
衰
の
屡
述
ぶ
り
に
気
づ
く
だ
ろ
う
。
史
部
後
序
な
ぞ
は
、
み
な
「史
官
」
に
つ
い
て
の
記
述
に
つ
い
や
さ
れ
て
い
る
。
総
序
は
、
「史
官
既
立
、
経
籍
於
是
興
焉
」
と
い
い
、
「先
聖
」
時
代
以
降
の
「史
官
」
の
存
在
を
『周
礼
』
『春
秋
左
氏
伝
』
を
援
用
し
強
調
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「史
官
」
を
史
籍
著
述
官
に
と
ど
め
ず
国
家
の
正
当
性
を
担
保
す
る
政
教
理
念
の
供
与
者
に
さ
だ
め
、
唐
朝
成
立
の
歴
史
的
必
然
を
演
出
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
思
し
い
。
そ
の
意
図
の
な
か
で
、
「
正
史
」
は
「史
官
」
に
よ
っ
て
著
作
さ
れ
た
正
統
史
と
い
う
地
位
を
え
、
そ
の
史
体
で
あ
る
紀
伝
体
も
国
家
に
よ
っ
て
正
当
性
を
み
と
め
ら
れ
た
。
隋
志
「
正
史
」
は
、
『七
録
』
国
史
部
か
ら
正
統
史
に
ふ
さ
わ
し
い
史
書
を
ぬ
き
だ
し
箇
条
し
て
い
る
が
、
実
は
こ
れ
に
も
れ
た
史
籍
を
「古
史
」
「雑
史
」
に
分
置
し
た
よ
う
だ
。
こ
の
と
き
、
「帝
紀
」
も
の
は
「雑
史
」
に
な
ら
べ
ら
れ
た
。
重
要
な
の
は
隋
志
の
「雑
史
」
へ
の
態
度
で
あ
る
。
其
属
辞
比
事
、
皆
不
与
春
秋
・
史
記
・
漢
書
相
似
、
蓋
率
爾
而
作
、
非
史
策
之
正
也
。
…
…
自
後
漢
已
来
、
学
者
多
鈔
撮
旧
史
、
自
為
一
書
、
或
起
自
人
皇
、
或
断
之
近
代
、
亦
各
其
志
、
而
体
制
不
経
。
又
有
委
巷
之
説
、
迂
怪
妄
誕
、
真
虚
莫
測
。
然
其
大
抵
皆
帝
王
之
事
、
通
人
君
子
、
必
博
采
広
覧
、
以
酌
其
要
、
故
備
而
存
之
、
謂
之
雑
史
(「雑
史
」
小
序
)
と
い
う
「雑
史
」
の
散
々
な
い
わ
れ
様
を
み
よ
。
た
と
え
ば
、
『帝
王
世
紀
』
は
「起
三
皇
尽
漢
魏
」
(隋
志
原
注
)
の
史
籍
で
あ
っ
た
か
ら
、
隋
志
が
「迂
怪
妄
誕
、
真
虚
莫
測
」
と
論
断
す
る
対
象
で
あ
っ
た
。
隋
志
は
、
後
漢
以
後
六
朝
に
盛
行
し
た
「通
史
」
体
を
異
端
に
お
と
し
め
た
の
で
あ
る
。
唐
朝
に
よ
る
史
体
の
評
価
は
、
六
朝
の
そ
れ
と
お
お
き
く
ち
が
う
。
六
朝
の
学
術
史
た
る
は
ず
の
隋
志
は
、
実
は
六
朝
の
学
藝
を
忠
実
に
あ
ら
わ
し
て
い
な
い
。
『漢
書
』
藝
文
志
以
降
、
漢
唐
間
の
書
目
が
こ
と
ご
と
く
亡
佚
し
た
現
在
、
隋
志
こ
そ
は
六
朝
の
学
藝
を
論
じ
る
う
え
で
基
本
文
献
な
の
だ
が
、
利
用
に
注
意
を
要
す
る
の
は
こ
の
点
で
あ
る
。
六
朝
書
目
の
な
ご
り
を
と
ど
め
る
『太
平
御
覧
』
所
収
「経
史
図
書
綱
目
」
の
史
書
の
な
ら
び
と
隋
志
の
そ
れ
と
を
く
ら
べ
れ
ば
、
隋
志
の
あ
た
ら
し
さ
は
瞭
然
で
あ
る
。
と
『書
紀
』
の
編
纂
が
、
範
を
中
国
に
則
っ
た
律
令
国
家
実
現
の
一
翼
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
、
贅
言
を
要
す
ま
い
。
さ
よ
う
し
か
ら
ば
、
そ
の
史
体
は
当
時
本
邦
に
つ
た
わ
っ
て
い
た
漢
土
の
史
学
思
想
の
う
ち
最
先
端
の
そ
れ
を
ふ
ま
え
、
ふ
さ
わ
し
い
体
例
を
え
ら
ん
だ
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
結
論
が
「
通
史
」
体
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
『書
紀
』
編
者
の
選
択
は
隋
志
の
評
価
と
い
ち
じ
る
し
く
異
な
る
と
い
『
日
本
書
紀
』
は
「
正
史
」
か
二
五
二
六
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
隋
志
に
表
現
さ
れ
る
正
統
観
は
、
「通
史
」
体
を
し
り
ぞ
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
『書
紀
』
編
者
の
「通
史
」
体
へ
の
志
向
は
、
史
体
の
選
択
が
意
識
的
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
「正
史
」
す
な
わ
ち
紀
伝
体
の
本
邦
で
の
相
対
的
地
位
の
ひ
く
さ
を
想
像
さ
せ
る
。
『書
紀
』
の
潤
色
に
は
紀
伝
体
の
史
書
た
る
『漢
書
』
の
利
用
を
み
と
め
る
の
が
通
説
で
あ
る
か
ら
、
『書
紀
』
編
者
は
紀
伝
体
に
ふ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
重
要
性
を
認
識
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
　　
　
『書
紀
』
に
ほ
ど
こ
さ
れ
た
漢
籍
に
よ
る
潤
色
は
、
編
纂
の
最
終
段
階
の
造
作
で
あ
っ
た
と
思
し
い
。
劈
頭
に
お
か
れ
た
生
成
論
の
潤
色
も
お
な
じ
こ
ろ
の
所
為
で
あ
っ
た
ろ
う
か
ら
、
「通
史
」
体
を
重
ん
ず
る
態
度
は
撰
上
を
ま
ち
か
に
控
え
た
こ
ろ
に
も
ゆ
る
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
間
も
な
く
、
『書
紀
』
は
、
「
通
史
」
体
を
あ
ら
わ
し
た
「紀
」
字
を
ふ
く
む
「
日
本
紀
」
の
名
義
を
も
っ
て
養
老
四
年
に
撰
上
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
ま
で
に
、
紀
伝
体
に
重
き
を
お
い
た
し
る
し
は
一
つ
も
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
類
目
と
し
て
の
「正
史
」
は
、
『書
紀
』
撰
上
以
前
す
で
に
本
邦
に
つ
た
わ
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
一
つ
は
ほ
か
な
ら
ぬ
隋
志
の
、
二
つ
は
『麟
台
四
部
書
目
録
』
の
舶
載
を
み
ち
び
く
か
も
し
れ
な
い
史
料
が
あ
る
か
ら
だ
。
ど
ち
ら
か
一
方
の
将
来
が
あ
れ
ば
、
『書
紀
』
編
者
が
「正
史
」
の
類
目
を
知
っ
て
い
た
可
能
性
が
考
慮
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
養
老
四
年
以
前
の
両
書
舶
載
の
有
無
を
検
証
し
て
お
く
。
二
『
隋
圭
日
』
の
舶
載
と
隋
志
　　
　
『書
紀
』
の
潤
色
に
『隋
書
』
の
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
が
あ
る
。
雄
略
紀
・
清
寧
紀
に
集
中
す
る
『隋
書
』
に
よ
っ
た
文
章
は
、
こ
と
ご
と
く
高
祖
紀
を
出
典
と
し
他
巻
に
お
よ
ぼ
な
い
け
れ
ど
、
『書
紀
』
撰
上
以
前
に
お
け
る
『隋
書
』
舶
載
の
た
だ
一
つ
の
証
拠
で
あ
る
。
こ
の
『隋
書
』
鈔
本
が
隋
志
を
ふ
く
ん
で
い
れ
ぼ
、
『書
紀
』
編
者
は
「正
史
」
の
文
字
を
見
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
隋
志
は
い
ま
『隋
書
』
の
一
部
で
あ
る
が
、
本
紀
列
伝
と
志
と
の
完
成
に
は
二
十
年
の
時
間
差
が
あ
る
。
『
隋
書
』
編
纂
の
あ
ら
ま
し
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
唐
朝
初
期
は
「正
史
」
の
編
纂
ラ
ッ
シ
ュ
で
あ
っ
た
。
武
徳
五
年
(六
二
二
)
六
代
史
(梁
・
陳
・
北
魏
.
北
斉
.
北
周
.
隋
の
諸
史
)
編
纂
の
勅
が
く
だ
る
も
成
書
に
い
た
ら
ず
、
太
宗
即
位
後
の
貞
観
三
年
(六
二
九
)
に
あ
ら
た
め
て
五
代
史
(梁
.
陳
.
北
斉
.
北
周
.
隋
の
諸
史
)
の
編
纂
が
は
じ
ま
る
。
『隋
書
』
に
つ
い
て
は
、
魏
徴
を
主
編
と
な
し
顔
師
古
・
孔
穎
達
.
許
敬
宗
等
が
編
纂
に
あ
た
っ
た
。
五
代
史
は
ひ
と
し
く
貞
観
十
年
(六
三
六
)
正
月
に
成
り
、
あ
わ
せ
て
『
五
代
史
』
と
称
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
が
今
日
の
『梁
書
』
『陳
書
』
『北
斉
書
』
『周
書
』
の
各
書
お
よ
び
『隋
書
』
本
紀
五
巻
・
列
伝
五
〇
巻
で
あ
る
。
た
だ
『五
代
史
』
は
お
よ
そ
志
を
缺
い
て
い
た
た
め
、
貞
観
十
五
年
(六
四
一
)
勅
が
お
り
志
の
作
成
が
は
じ
ま
る
。
編
纂
は
太
宗
在
世
中
に
お
わ
ら
ず
、
高
宗
の
顕
慶
元
年
(六
五
六
)
に
よ
う
や
く
完
成
し
、
同
年
五
月
長
孫
無
忌
の
名
で
『五
代
史
志
』
三
〇
巻
が
上
進
さ
れ
姪
。
こ
れ
が
現
行
の
『隋
書
』
+
志
で
あ
る
・
『隋
書
』
へ
の
編
入
が
い
つ
で
あ
っ
た
か
詳
ら
か
で
な
眄
)・
隋
志
の
成
立
が
顕
慶
元
年
で
あ
る
事
実
か
ら
、
『書
紀
』
編
者
の
手
に
し
た
『隋
書
』
鈔
本
は
、
志
を
も
た
な
い
貞
観
十
年
に
成
っ
た
五
十
五
巻
本
で
あ
っ
た
蓋
然
性
が
高
い
。
.
以
下
は
そ
の
考
証
で
あ
る
。
東
野
治
之
は
、
『書
紀
』
撰
上
時
、
高
宗
朝
以
降
の
唐
鈔
本
の
舶
載
が
そ
れ
ほ
ど
さ
か
ん
で
な
く
、
本
格
的
舶
載
は
や
や
お
く
れ
る
　り
　
と
い
う
見
方
を
し
め
し
た
。
そ
の
論
拠
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、
『書
紀
』
の
顕
宗
紀
ほ
か
の
文
章
と
、
そ
の
出
典
た
る
漢
籍
と
の
　　
　
用
字
の
ち
が
い
で
あ
る
。
『書
紀
』
の
潤
色
に
参
照
さ
れ
た
范
曄
『後
漢
書
』
と
『隋
書
』
と
は
、
唐
太
宗
の
名
「世
民
」
の
「民
」
を
避
諱
し
な
い
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
「民
」
字
の
あ
つ
か
い
か
ら
、
件
の
『隋
書
』
の
鈔
写
時
期
が
推
定
で
き
る
の
だ
。
さ
き
に
、
そ
の
史
料
三
箇
条
を
左
に
記
す
。
　
A
是
時
天
下
安
平
、
民
無
徭
役
、
歳
比
登
稔
、
百
姓
殷
富
、
稲
斛
銀
銭
一
文
、
牛
馬
被
野
。
(顕
宗
紀
、
二
年
十
月
)
ノ
　
A
是
歳
天
下
安
平
、
人
無
徭
役
、
歳
比
登
稔
、
百
姓
殷
富
、
粟
斛
三
十
、
牛
羊
被
野
。
(『後
漢
書
』
巻
二
、
明
帝
紀
、
永
平
十
二
年
)
『日
本
書
紀
』
は
「
正
史
」
か
二
七
二
八
　
B
車
駕
還
宮
、
毎
所
到
行
、
輒
会
郡
県
吏
民
、
務
労
賜
作
楽
。
(持
統
紀
、
六
年
三
月
乙
酉
)
H
毎
所
到
幸
、
輒
会
郡
県
吏
加
、
労
賜
作
楽
。
…
…
十
二
月
丁
亥
、
車
駕
還
宮
。
(『後
漢
書
』
巻
三
、
章
帝
紀
、
建
初
七
年
十
月
癸
丑
)
　
C
今
星
川
王
、
心
懐
悖
悪
、
行
闕
友
于
、
古
人
有
言
、
知
臣
莫
若
君
、
知
子
莫
若
父
、
縦
使
星
川
得
志
、
共
治
家
国
、
必
当
戮
辱
遍
於
臣
連
、
酷
毒
流
於
即
庶
、
夫
悪
子
孫
、
已
為
百
姓
所
憚
、
好
子
孫
、
足
堪
負
荷
大
業
、
此
雖
朕
家
事
、
理
不
容
隠
。
(雄
略
紀
、
二
十
三
年
八
月
丙
子
)
α
勇
及
秀
等
、
並
懐
悖
悪
、
既
知
無
臣
子
之
心
、
所
以
廃
黜
。
古
人
有
言
、
知
臣
莫
若
於
君
、
知
子
莫
若
於
父
。
若
令
勇
.
秀
得
志
、
共
浄
家
国
、
必
当
戮
辱
偏
於
公
卿
、
酷
毒
流
於
や
庶
。
今
悪
子
孫
已
為
百
姓
黜
屏
、
好
子
孫
足
堪
負
荷
大
業
。
此
雖
朕
家
事
、
理
不
容
隠
、
(『隋
書
』
巻
二
、
宀咼
祖
紀
下
、
仁
寿
四
年
七
月
丁
未
)
右
掲
κ
H
α
は
長
文
に
わ
た
る
類
似
か
ら
、
お
の
お
の
A
B
C
の
出
典
と
さ
れ
る
。
A
B
C
の
「
民
」
字
に
つ
い
て
、
出
曲
ハた
る
漢
籍
の
現
行
本
は
と
も
に
「
人
」
に
作
る
。
『書
紀
』
の
複
数
の
潤
色
文
が
、
「人
」
を
「民
」
に
あ
ら
た
め
る
必
要
が
な
い
と
こ
ろ
で
「
民
」
に
作
っ
て
い
る
事
実
を
ど
う
解
釈
す
る
か
。
こ
れ
は
東
野
の
い
う
よ
う
に
、
『書
紀
』
述
作
者
の
参
照
し
た
漢
籍
鈔
本
が
、
当
該
部
分
を
そ
も
そ
も
「民
」
に
作
っ
て
お
り
、
『書
紀
』
の
用
字
は
た
だ
そ
れ
を
写
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
解
す
る
の
が
穏
当
だ
。
と
す
れ
ば
、
『書
紀
』
述
作
者
の
見
た
揺
R
α
の
鈔
本
は
、
太
宗
の
名
「世
民
」
の
う
ち
「民
」
を
避
諱
し
な
い
時
期
の
鈔
写
で
あ
っ
た
可
能
性
が
生
じ
る
。
　む
　
唐
代
の
避
諱
字
が
宋
本
以
降
に
も
そ
の
ま
ま
つ
た
え
ら
れ
た
例
が
あ
る
。
宋
代
に
書
籍
が
上
梓
さ
れ
る
ぼ
あ
い
、
唐
代
の
避
諱
字
を
元
字
に
復
し
宋
代
の
避
諱
字
を
あ
ら
た
に
避
け
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
た
だ
し
、
現
存
す
る
宋
本
を
観
察
す
る
に
、
元
字
へ
の
恢
復
は
か
な
ら
ず
し
も
厳
格
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
改
変
を
要
し
な
い
文
字
を
唐
諱
の
代
字
に
誤
解
し
わ
ざ
わ
ざ
予
想
さ
れ
る
元
字
に
あ
ら
た
め
た
08
、
反
対
に
唐
諱
の
代
字
を
見
の
が
し
、
そ
の
ま
ま
印
刷
し
た
過
誤
も
あ
っ
た
。
さ
き
の
κ
H
α
は
後
者
の
事
例
で
あ
り
、
宋
人
が
刊
刻
の
際
、
底
本
の
避
諱
代
字
を
な
お
し
忘
れ
た
の
で
あ
る
。
右
の
例
は
、
『書
紀
』
が
潤
色
に
利
用
し
た
漢
籍
の
文
章
が
唐
諱
を
ふ
く
む
こ
と
、
宋
代
の
漢
籍
印
行
時
当
該
文
の
代
字
の
改
変
が
見
落
と
さ
れ
た
こ
と
、
以
上
二
つ
の
条
件
を
同
時
に
み
た
す
稀
有
な
例
と
思
わ
れ
る
。
勿
論
、
漢
籍
と
『書
紀
』
潤
色
部
分
と
の
関
係
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
大
前
提
だ
。
右
に
引
い
た
出
典
以
セ
　
外
に
こ
の
よ
う
な
事
例
は
今
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
テ
キ
ス
ト
の
書
写
あ
る
い
は
刊
刻
の
時
期
を
特
定
す
る
の
に
避
諱
は
貴
重
な
情
報
を
提
供
す
る
が
、
利
用
に
は
慎
重
を
要
す
る
。
法
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
的
規
定
と
避
諱
の
実
相
と
が
つ
ね
に
ひ
と
し
い
と
は
限
ら
な
い
か
ら
だ
。
特
に
避
諱
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
鈔
写
時
期
を
特
定
す
る
ば
あ
い
、
避
諱
の
実
施
率
の
調
査
と
他
要
素
か
ら
の
補
足
が
必
要
で
あ
る
。
C
の
出
典
で
あ
っ
た
「民
」
を
避
け
な
い
『隋
書
』
高
祖
紀
の
鈔
写
時
期
を
推
定
す
る
に
は
、
ま
ず
『書
紀
』
の
な
っ
た
養
老
四
年
冂
開
元
八
年
以
前
の
漢
土
に
お
け
る
、
「
民
」
の
避
諱
に
関
す
る
法
的
規
定
と
避
諱
の
実
態
と
を
明
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
南
宋
・
陸
游
『老
学
庵
筆
記
』
巻
十
に
左
記
の
ご
と
く
あ
る
。
ヘ
ヘ
へ
唐
初
不
避
二
名
。
太
宗
時
猶
有
民
部
、
李
世
勣
・
虞
世
南
皆
不
避
也
。
至
高
宗
即
位
、
始
改
為
戸
部
。
世
南
已
卒
、
世
勣
去
世
字
、
惟
名
勣
。
或
者
尚
如
古
卒
哭
乃
諱
歟
。
陸
游
の
メ
モ
は
、
太
宗
の
名
「世
民
」
の
あ
つ
か
い
の
変
化
を
い
っ
て
い
る
。
太
宗
在
世
中
、
「世
民
」
連
続
の
ば
あ
い
の
み
避
け
「世
」
「民
」
単
字
は
避
け
な
か
っ
た
の
が
、
高
宗
朝
に
い
た
っ
て
各
単
字
を
も
避
諱
し
は
じ
め
た
と
い
う
。
「卒
哭
乃
諱
」
は
『礼
記
』
曲
礼
上
「卒
哭
乃
諱
、
礼
不
諱
嫌
名
、
二
名
不
偏
諱
」
に
典
拠
し
、
避
諱
の
典
実
と
し
て
し
ば
し
ば
引
か
れ
る
。
「世
」
「民
」
単
字
の
避
諱
規
定
の
草
創
を
高
宗
朝
に
お
く
理
解
は
、
す
で
に
大
量
の
言
及
が
あ
っ
て
定
見
と
い
っ
て
よ
い
。
東
野
へ
が
前
引
A
B
C
の
出
典
漢
籍
に
つ
い
て
、
貞
観
年
間
頃
以
前
鈔
写
の
テ
キ
ス
ト
を
主
張
す
る
の
も
『史
諱
挙
例
』
の
同
様
の
指
摘
に
よ
っ
て
い
る
。
陳
垣
『史
諱
挙
例
』
は
歴
代
の
避
諱
研
究
を
集
成
し
工
具
書
と
し
て
い
ま
な
お
有
用
だ
が
、
著
作
時
期
の
ふ
る
さ
(民
国
二
十
二
年
勵
耘
書
屋
刊
)
か
ら
伝
世
文
献
の
博
捜
に
か
た
む
き
、
墓
誌
銘
な
ど
近
年
の
出
土
文
献
に
よ
る
成
果
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
『日
本
書
紀
』
は
「
正
史
」
か
二
九
三
〇
憾
み
が
あ
る
。
以
下
、
『史
諱
挙
例
』
に
く
わ
え
て
布
目
潮
渦
お
よ
び
中
村
裕
一
の
研
究
に
み
ち
び
か
れ
、
「
民
」
字
へ
の
対
応
を
中
心
　あ
　
に
唐
初
の
避
諱
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
く
。
ま
ず
避
諱
の
法
的
規
定
に
つ
い
て
。
唐
律
の
な
か
で
避
諱
に
ふ
れ
た
条
文
は
『故
唐
律
疏
議
』
巻
十
、
職
制
に
あ
る
二
条
、
こ
の
う
ち
注
目
さ
れ
る
の
は
職
制
第
二
五
条
「
上
書
奏
事
犯
諱
」
に
み
え
る
律
文
「若
嫌
名
及
二
名
偏
犯
者
、
不
坐
」
な
か
ん
つ
く
「
二
名
偏
犯
者
、
不
坐
」
の
文
字
で
あ
る
。
当
該
律
文
を
解
説
し
た
疏
議
「
及
二
名
偏
犯
者
、
謂
複
名
而
単
犯
並
不
坐
」
の
要
点
は
、
宗
廟
の
諱
が
二
字
の
ば
あ
い
、
そ
の
う
ち
一
方
の
一
字
を
お
か
し
て
も
無
罪
と
い
う
に
あ
る
。
た
と
え
ば
、
諱
が
「世
民
」
の
ぼ
あ
い
、
「世
」
「民
」
両
字
を
連
続
し
て
「世
民
」
と
表
記
す
れ
ば
有
罪
、
「世
」
も
し
く
は
「
民
」
単
字
の
表
記
は
無
罪
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
職
制
律
に
な
ら
ん
で
重
要
な
記
事
が
『冊
府
元
亀
』
に
の
こ
さ
れ
て
い
る
。
同
書
巻
三
、
帝
王
部
、
名
諱
に
収
載
さ
れ
た
左
記
の
令
書
で
あ
る
。
令
日
、
依
礼
、
二
名
義
不
偏
諱
。
尼
父
達
聖
、
非
無
前
指
(旨
)、
近
代
以
来
、
曲
為
節
制
、
両
字
兼
避
、
廃
闕
已
多
、
率
意
而
行
、
有
違
経
誥
。
今
宜
依
拠
礼
曲
ハ、
務
従
簡
約
、
仰
効
先
哲
、
垂
法
将
来
、
其
官
号
人
名
、
及
公
私
文
籍
、
有
世
及
民
両
字
不
連
読
者
、
並
不
須
避
。
　　
　
『唐
会
要
』
巻
二
十
三
「
諱
」
も
、
本
令
書
を
節
略
し
武
徳
九
年
六
月
の
下
令
と
し
て
収
め
る
。
武
徳
九
年
六
月
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
は
玄
武
門
の
変
直
後
の
令
書
で
あ
る
。
そ
の
要
は
、
当
時
二
名
の
各
単
字
が
避
諱
さ
れ
て
い
た
現
状
を
違
経
に
み
と
め
、
曲
礼
の
「
二
名
不
偏
諱
」
に
復
す
る
よ
う
命
ず
る
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「世
」
「民
」
単
字
の
避
諱
不
要
を
再
度
公
的
に
規
定
し
た
の
だ
。
全
権
を
掌
握
し
た
李
世
民
が
、
皇
太
子
「建
成
」
時
代
の
弊
害
に
か
ん
が
み
、
自
身
の
名
「世
民
」
が
頻
用
の
文
字
で
あ
る
た
め
に
起
こ
る
で
あ
ろ
う
混
乱
を
ふ
せ
ぐ
た
め
の
措
置
と
思
し
い
。
そ
れ
で
は
、
右
に
見
た
「
二
名
義
不
偏
諱
」
の
規
定
は
ど
れ
ほ
ど
実
行
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「世
」
「民
」
を
中
心
に
避
諱
の
実
目
ま
囗
可
。
未
1
轟
升メ
イ
結
論
を
い
え
ぼ
、
太
宗
在
世
の
貞
観
中
、
武
徳
九
年
六
月
の
規
定
は
碑
文
に
ま
で
お
よ
び
、
か
な
り
徹
底
し
て
実
施
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
若
干
み
え
る
例
外
は
、
個
人
の
発
意
に
よ
る
私
的
な
避
諱
で
限
定
的
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
つ
ま
り
「世
」
「民
」
単
字
は
太
宗
在
位
中
に
は
避
け
ら
れ
ず
、
「世
民
」
と
連
続
す
る
ば
あ
い
の
み
避
諱
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
。
変
化
は
高
宗
期
に
生
じ
る
。貞
観
中
、
太
宗
の
名
「
世
民
」
が
単
字
で
は
、
法
制
上
ま
た
実
際
で
も
避
諱
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
す
れ
ぼ
、
貞
観
十
年
に
な
っ
た
　ゼ
官
撰
の
『隋
書
』
本
紀
・
列
伝
は
、
成
書
時
に
は
「
世
」
「
民
」
を
ば
避
け
ず
そ
の
ま
ま
表
記
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
『書
紀
』
の
利
用
し
た
『隋
書
』
高
祖
紀
が
「民
」
を
避
諱
し
な
い
の
は
、
東
野
の
い
う
と
お
り
、
そ
れ
が
『隋
書
』
原
撰
本
の
用
字
を
保
っ
た
鈔
本
で
あ
っ
た
か
ら
と
結
論
す
る
の
が
妥
当
だ
。
し
か
し
『五
代
史
志
』
は
太
宗
の
崩
後
に
な
り
、
「世
」
「民
」
両
字
の
あ
つ
か
い
に
は
や
や
変
化
が
み
と
め
ら
れ
る
。
『隋
書
』
巻
二
十
八
、
百
官
志
下
は
「民
部
」
に
つ
く
る
べ
き
と
こ
ろ
を
「戸
部
」
に
表
記
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
『通
典
』
巻
二
十
三
、
職
官
典
五
、
戸
部
尚
書
が
、
「開
皇
三
年
、
改
度
支
為
民
部
、
統
度
支
・
民
部
・
金
部
・
倉
部
。
国
家
修
隋
志
、
謂
之
戸
部
、
以
廟
諱
故
也
」
と
い
い
、
『五
代
史
志
』
が
そ
の
完
成
当
初
よ
り
隋
の
「民
部
」
を
「戸
部
」
に
あ
ら
た
め
記
し
て
い
た
こ
と
が
領
会
さ
れ
る
。
ま
た
、
『旧
唐
書
』
高
宗
紀
、
貞
観
二
十
三
年
六
月
辛
巳
(八
日
)
条
に
「改
民
部
尚
書
為
戸
部
尚
書
」
と
あ
る
。
太
宗
は
そ
の
前
月
五
月
己
巳
(二
十
六
日
)
に
崩
じ
て
い
る
か
ら
、
曲
礼
の
「卒
哭
乃
諱
」
に
し
た
が
っ
た
避
諱
に
ま
ず
思
わ
れ
る
が
、
問
題
は
法
規
定
と
の
関
聯
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
中
村
は
、
「単
な
る
官
府
名
と
官
名
変
更
で
あ
り
、
「
民
」
字
の
避
諱
全
般
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
L
と
避
諱
の
限
定
性
を
強
調
し
た
。
中
村
に
よ
れ
ば
、
「世
」
「
民
」
単
字
が
避
諱
さ
れ
る
の
は
顕
慶
二
年
(六
五
七
)
十
二
月
以
降
で
あ
る
。
王
鳴
盛
は
、
『旧
唐
書
』
ヘ
へ
巻
四
、
高
宗
紀
上
、
顕
慶
二
年
十
二
月
庚
午
条
「改
昏
葉
宮
」
を
「
改
昏
葉
字
」
の
誤
字
と
し
「必
是
以
昏
字
之
上
民
字
・
葉
字
之
中
マ
マ
　　
　
世
字
犯
諱
、
故
改
昏
従
氏
、
改
葉
従
冊
」
と
い
う
。
陳
垣
は
「其
説
近
是
」
と
王
説
に
賛
意
を
し
め
す
が
、
中
村
は
こ
れ
を
進
め
て
、
『
日
本
書
紀
』
は
「
正
史
」
か
コ
=
三
二
当
該
詔
令
の
内
容
は
「改
民
世
字
」
を
も
ふ
く
む
と
解
釈
す
る
。
墓
誌
銘
等
の
調
査
か
ら
も
「唐
初
よ
り
顕
慶
二
年
ま
で
は
「世
」
字
が
頻
用
さ
れ
る
の
に
、
顕
慶
三
年
以
降
の
墓
誌
銘
に
は
使
用
さ
れ
な
く
な
L
り
「「昏
」
字
に
関
連
す
る
字
も
同
様
で
あ
り
、
顕
慶
三
年
以
後
は
「昏
」
字
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
L
こ
と
を
確
認
す
る
。
高
宗
紀
は
た
だ
「
改
昏
葉
字
」
と
い
う
の
み
で
詔
の
原
文
は
不
明
で
あ
る
が
、
中
村
は
顕
慶
二
年
十
二
月
の
詔
を
「世
」
「
民
」
単
字
避
諱
の
公
式
規
定
に
結
論
す
る
の
だ
。
こ
れ
は
前
述
職
制
律
お
よ
び
武
徳
九
年
の
規
定
が
、
顕
慶
二
年
十
二
月
事
実
上
無
効
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
中
村
に
し
た
が
え
ば
、
『書
紀
』
の
潤
色
に
利
用
し
た
「民
」
を
避
諱
し
な
い
『隋
書
』
鈔
本
(転
写
本
を
利
用
の
ば
あ
い
は
そ
の
祖
本
)
の
鈔
写
時
期
は
、
顕
慶
二
年
十
二
月
以
前
の
可
能
性
が
き
わ
め
て
有
力
に
な
る
。
舶
載
時
期
も
上
限
が
『隋
書
』
五
十
五
巻
の
な
っ
た
貞
観
十
年
1
舒
明
八
年
(六
三
六
)
、
下
限
は
顕
慶
二
年
凵
斉
明
三
年
に
な
る
。
こ
れ
と
遣
唐
使
の
派
遣
時
期
と
を
勘
案
す
れ
ば
上
下
限
は
い
っ
そ
う
せ
ば
ま
る
。
上
限
が
第
二
次
遣
唐
使
の
帰
国
す
な
わ
ち
永
徽
五
年
1
白
雉
五
年
(六
五
四
)、
下
限
が
第
三
次
　む
　
遣
唐
使
の
帰
国
す
な
わ
ち
翌
永
徽
六
年
1
斉
明
元
年
(六
五
五
)
に
な
る
。
重
要
な
の
は
、
そ
の
当
時
『
五
代
史
志
』
が
未
完
で
あ
っ
た
こ
と
だ
。
こ
こ
で
、
私
は
附
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
は
高
宗
朝
以
後
に
「世
」
「民
」
を
避
諱
し
な
か
っ
た
一
時
期
が
あ
る
。
則
天
武
后
の
周
代
で
あ
る
。
六
八
三
年
末
の
高
宗
病
歿
か
ら
七
年
を
へ
た
天
授
元
年
(六
九
〇
)、
武
后
は
新
王
朝
「
大
周
」
を
お
こ
し
た
。
武
周
は
神
龍
元
年
(七
〇
五
)
中
宗
が
復
位
し
国
号
が
唐
に
復
せ
ら
れ
る
ま
で
存
続
し
た
が
、
そ
の
あ
い
だ
武
氏
の
廟
諱
お
よ
び
生
諱
が
避
諱
さ
れ
た
。
問
題
の
「世
」
「民
」
は
、
中
村
に
よ
れ
ば
避
諱
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
結
論
で
き
る
。
武
周
の
存
在
は
唐
の
光
復
後
完
全
に
否
定
さ
れ
て
お
り
、
唐
諱
の
対
処
も
当
然
武
周
以
前
に
も
ど
さ
れ
た
。
大
宝
度
の
遣
唐
使
(第
七
次
)
の
派
遣
は
武
周
末
期
に
あ
た
り
、
「
民
」
を
避
諱
し
な
い
『隋
書
』
の
舶
載
が
可
能
で
あ
る
。
武
周
時
代
に
は
す
で
に
『五
代
史
志
』
は
完
成
し
て
お
り
、
『隋
書
』
に
附
属
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
仮
に
第
七
次
遣
唐
使
が
『隋
書
』
を
将
来
し
た
と
す
れ
ば
、
「民
」
を
避
諱
せ
ず
且
つ
十
志
を
ふ
く
ん
だ
『隋
書
』
を
も
ち
か
え
ら
れ
る
。
第
七
次
遣
唐
使
の
帰
朝
は
慶
雲
元
年
(七
〇
四
)
と
同
四
年
(七
〇
七
)
と
の
二
回
で
、
七
二
〇
年
撰
上
の
『書
紀
』
の
編
纂
に
十
分
参
照
さ
れ
う
る
時
間
的
の
餘
裕
が
あ
る
。
ま
た
、
正
倉
院
蔵
『王
勃
詩
序
』、
『文
館
詞
林
』
残
巻
に
は
則
天
文
字
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、
同
次
遣
唐
使
の
将
来
品
と
考
え
ら
れ
、
舶
載
の
実
績
が
み
と
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
『書
紀
』
に
の
こ
る
『隋
書
』
鈔
本
の
痕
跡
は
、
右
の
想
定
に
と
っ
て
不
利
で
あ
る
。
ま
ず
着
目
す
べ
き
は
「詔
」
字
の
　　
　
使
用
だ
。
小
島
憲
之
に
よ
れ
ば
、
『隋
書
』
か
ら
の
潤
色
は
雄
略
紀
の
後
巻
清
寧
紀
に
も
み
と
め
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
も
す
べ
て
『隋
書
』
高
祖
紀
に
典
拠
す
る
が
、
そ
の
う
ち
清
寧
紀
三
年
十
月
乙
酉
条
と
同
四
年
九
月
丙
子
条
と
に
「詔
」
字
が
み
え
る
。
出
典
と
思
し
き
『隋
書
』
高
祖
紀
開
皇
元
年
三
月
丁
亥
条
と
同
開
皇
六
年
九
月
辛
巳
条
と
は
、
現
行
本
も
「詔
」
字
に
つ
く
り
清
寧
紀
に
お
な
じ
い
。
し
か
し
「詔
」
は
武
周
で
は
使
用
が
み
と
め
ら
れ
な
か
っ
た
文
字
な
の
で
あ
る
。
唐
代
の
官
文
書
に
も
っ
と
も
影
響
を
あ
た
え
た
の
は
、
実
に
「世
民
」
と
「嬰
(1
照
)
」
で
あ
っ
た
。
後
者
は
、
頻
用
の
「詔
」
　ロ
　
が
武
后
の
名
「盟
」
に
原
義
を
お
な
じ
く
し
音
通
で
あ
る
た
め
、
嫌
名
と
し
て
避
諱
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
「詔
」
字
は
避
諱
さ
れ
る
　お
　
ば
あ
い
、
同
義
の
「制
」
に
代
字
さ
れ
る
こ
と
が
お
お
か
っ
た
。
『書
紀
』
が
参
照
し
た
『隋
書
』
が
武
周
鈔
本
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
清
寧
紀
の
二
箇
所
の
「詔
」
字
は
あ
ら
わ
れ
な
い
は
ず
だ
。
清
寧
紀
の
「詔
」
字
は
、
当
該
高
祖
紀
が
武
周
鈔
本
で
な
い
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
厳
密
に
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
「詔
」
が
避
諱
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
み
ぎ
の
結
論
を
み
ち
び
く
に
は
、
前
提
と
し
て
当
該
字
の
避
諱
の
実
施
率
が
高
い
こ
と
を
明
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
の
私
に
は
そ
の
用
意
が
な
い
が
、
憶
見
の
補
強
材
料
は
い
く
ら
か
あ
る
。
そ
れ
は
、
『隋
書
』
に
よ
っ
た
『書
紀
』
の
文
章
に
則
天
文
字
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
だ
。
則
天
文
字
、
都
合
十
七
字
は
五
次
に
分
か
っ
て
制
定
さ
れ
た
が
、
第
七
次
遣
唐
使
の
発
し
た
大
宝
二
年
(七
〇
二
)
に
は
す
べ
て
出
　
お
　
そ
ろ
っ
て
い
た
。
前
引
雄
略
紀
二
十
三
年
条
に
は
『隋
書
』
出
曲
ハ文
の
文
字
を
流
用
し
た
「臣
」
「国
」
各
一
字
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
ヘ
ガ
　
同
紀
二
十
年
条
に
『隋
書
』
高
祖
紀
巻
頭
部
分
に
よ
っ
た
「臣
毎
見
之
」
の
表
現
が
あ
る
。
「臣
」
「国
」
に
は
お
の
お
の
則
天
文
字
「恵
」
「圀
」
が
制
定
さ
れ
た
が
、
『書
紀
』
の
用
字
は
常
体
字
で
あ
る
。
『日
本
書
紀
』
は
「
正
史
」
か
三
三
三
四
忠
則
天
文
字
の
使
用
は
漢
土
に
お
い
て
も
恣
意
的
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
本
邦
で
の
漢
籍
鈔
写
に
お
い
て
も
則
天
文
字
は
適
宜
常
体
字
　お
　
に
翻
字
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
し
た
が
っ
て
、
「恵
」
「圀
」
に
つ
く
っ
た
『隋
書
』
の
文
字
つ
か
い
を
、
潤
色
に
際
し
て
「
臣
」
「国
」
に
翻
字
し
た
可
能
性
は
論
理
的
に
は
否
定
で
き
ず
、
利
用
し
た
『隋
書
』
鈔
本
の
則
天
文
字
使
用
の
有
無
に
つ
い
て
、
追
求
は
こ
こ
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
「詔
」
字
の
存
在
と
常
体
字
「臣
」
「国
」
の
使
用
と
、
こ
の
二
つ
の
条
件
を
同
時
に
み
た
し
無
理
な
く
説
明
す
る
解
法
が
、
潤
色
に
利
用
し
た
『隋
書
』
の
非
武
周
鈔
本
説
で
あ
る
こ
と
は
是
認
さ
れ
よ
う
。
反
対
に
武
周
鈔
本
を
い
う
た
め
に
は
、
こ
の
二
つ
の
条
件
の
符
合
を
に
つ
い
て
何
ら
か
の
説
明
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
上
を
要
す
る
に
、
前
引
C
の
出
典
で
あ
る
『隋
書
』
は
武
周
鈔
本
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
第
七
次
遣
唐
使
の
舶
載
品
で
な
か
っ
　め
　
た
と
す
る
の
が
穏
当
な
理
解
だ
ろ
う
。
当
該
『隋
書
』
は
や
は
り
顕
慶
二
年
十
二
月
以
前
の
鈔
写
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
じ
め
て
、
C
の
出
曲
ハた
る
『隋
書
』
高
祖
紀
の
舶
載
が
六
五
四
年
あ
る
い
は
六
五
五
年
で
あ
っ
た
と
、
高
い
確
率
を
も
っ
て
推
定
す
る
　れ
　
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
に
未
完
の
『五
代
史
志
』
が
ふ
く
ま
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
三
「
正
史
」
へ
の
志
向
と
吉
備
真
備
前
章
の
考
証
に
よ
っ
て
、
『書
紀
』
述
作
者
の
手
に
し
た
『隋
書
』
鈔
本
は
、
志
を
も
た
な
い
貞
観
十
年
に
な
っ
た
五
十
五
巻
本
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
た
。
こ
れ
を
も
っ
て
た
だ
ち
に
、
養
老
四
年
以
前
に
隋
志
が
舶
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
が
、
す
く
な
く
と
も
隋
志
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
証
拠
は
皆
無
と
い
え
る
し
、
隋
志
の
将
来
が
『書
紀
』
撰
上
以
降
で
あ
っ
た
蓋
然
性
は
高
ま
っ
た
。さ
て
、
も
う
一
つ
の
『麟
台
四
部
書
目
録
』
一
巻
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
「麟
台
」
と
は
、
『通
曲
ハ』
巻
二
十
六
に
「天
授
初
改
秘
書
省
為
麟
台
、
神
龍
初
復
旧
」
と
あ
る
よ
う
に
、
武
周
時
代
の
秘
書
省
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
書
目
は
、
武
周
時
代
の
秘
閣
の
蔵
書
目
録
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
現
存
漢
籍
中
に
は
名
を
見
な
い
よ
う
だ
が
、
日
本
へ
の
舶
載
は
確
実
で
あ
る
。
『日
本
国
見
在
書
目
録
』
簿
録
家
に
「麟
台
書
目
録
一
」
と
あ
り
、
後
述
す
る
『弘
決
外
典
鈔
』
巻
頭
「外
典
目
」
の
割
註
が
「麟
台
四
部
書
目
録
」
を
引
い
て
い
る
。
か
し
ら
隋
志
以
降
の
秘
閣
の
書
目
で
あ
る
か
ら
、
隋
志
に
な
ら
っ
た
分
類
で
あ
ろ
う
。
当
然
、
史
部
の
頭
に
は
「正
史
」
類
が
配
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
舶
載
時
期
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
大
宝
度
の
遣
唐
使
が
も
ち
か
え
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
中
宗
の
復
位
後
武
周
の
存
在
は
完
全
に
否
定
さ
れ
、
す
べ
て
が
旧
に
復
さ
れ
た
。
秘
閣
の
書
目
の
入
手
な
ぞ
は
そ
う
易
く
は
な
か
ろ
う
し
、
ま
し
て
武
周
の
書
目
を
中
宗
の
復
位
後
に
得
る
の
は
困
難
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ま
た
、
『麟
台
四
部
書
目
録
』
は
『旧
唐
書
』
経
籍
志
に
著
録
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
旧
志
の
も
と
つ
く
と
こ
ろ
の
『古
今
書
録
』
に
も
名
を
見
な
か
っ
た
と
推
さ
れ
る
。
開
元
年
間
に
な
っ
た
『古
今
書
録
』
が
然
り
と
す
れ
ば
、
玄
宗
朝
下
に
入
唐
し
た
第
八
次
以
降
の
遣
唐
使
に
と
っ
て
、
該
書
の
入
手
は
非
常
に
む
つ
か
し
か
っ
た
は
ず
だ
。
す
な
わ
ち
、
武
周
期
を
の
が
し
て
こ
の
書
目
を
手
に
い
れ
ら
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
。
舶
載
時
期
の
推
定
に
あ
や
ま
り
が
な
け
れ
ば
、
『麟
台
四
部
書
目
録
』
は
『書
紀
』
撰
上
の
十
六
年
前
あ
る
い
は
十
三
年
前
に
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
こ
と
は
『書
紀
』
述
作
者
に
「正
史
」
の
類
目
は
知
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
だ
。
し
か
し
注
意
を
要
す
る
の
は
、
「
正
史
」
の
類
目
を
も
っ
た
漢
籍
目
録
の
将
来
と
、
「正
史
」
概
念
の
重
要
性
を
認
識
す
る
こ
と
と
は
お
な
じ
で
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
史
部
の
冒
頭
に
「
正
史
」
と
あ
っ
て
、
史
書
ら
し
き
書
名
が
な
ら
ん
で
い
る
様
を
見
た
だ
け
で
は
、
「正
史
」
が
正
統
史
で
あ
る
と
か
、
そ
の
史
体
こ
そ
が
正
統
で
あ
る
と
か
の
認
識
は
得
ら
れ
な
い
。
「正
史
」
の
文
字
を
目
に
し
た
だ
け
で
は
、
そ
の
地
位
は
十
分
理
解
さ
れ
な
い
の
だ
。
同
様
に
、
「雑
史
」
類
の
書
名
を
見
て
も
、
そ
の
史
体
が
異
端
で
あ
る
と
は
た
だ
ち
に
分
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
知
る
に
は
、
最
低
限
隋
志
小
序
の
ご
と
き
解
説
文
が
必
要
だ
が
、
『麟
台
四
部
書
目
録
』
に
は
そ
れ
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
わ
つ
か
一
巻
と
い
う
お
お
き
さ
で
は
、
秘
閣
の
蔵
書
名
を
羅
列
す
る
の
が
せ
い
ぜ
い
で
、
そ
れ
さ
え
も
網
羅
的
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
う
た
が
わ
し
い
。
『
日
本
書
紀
』
は
「
正
史
」
か
三
五
三
六
前
稿
で
も
述
べ
た
、
「
正
史
」
概
念
の
将
来
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
そ
れ
は
、
日
本
に
お
い
て
「正
史
」
に
こ
め
ら
れ
た
思
想
が
領
会
さ
れ
て
は
じ
め
て
将
来
さ
れ
た
と
い
え
る
の
で
あ
っ
て
、
箇
条
の
順
次
や
文
字
つ
か
い
か
ら
お
ぼ
ろ
げ
に
分
か
る
程
度
で
は
、
「正
史
」
概
念
が
将
来
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
。
実
は
そ
れ
に
は
、
目
録
を
読
解
く
技
術
が
附
随
し
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
困
難
で
あ
る
。
書
目
を
読
む
に
は
、
専
門
的
の
知
識
が
不
可
缺
な
の
だ
。
『麟
台
四
部
書
目
録
』
が
『書
紀
』
撰
上
以
前
に
舶
載
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
「
正
史
」
の
思
想
は
お
そ
ら
く
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
述
べ
来
た
っ
た
、
隋
志
と
『麟
台
四
部
書
目
録
』
と
の
舶
載
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
こ
う
な
る
。
「
正
史
」
「雑
史
」
に
つ
い
て
の
解
説
文
(小
序
)
を
そ
な
え
た
隋
志
は
、
『書
紀
』
撰
上
以
降
初
伝
の
可
能
性
が
高
い
。
『麟
台
四
部
書
目
録
』
は
『書
紀
』
撰
上
以
前
に
も
た
ら
さ
れ
た
ろ
う
が
、
「
正
史
」
「雑
史
」
分
置
の
思
想
を
理
解
す
る
た
め
の
情
報
に
と
ぼ
し
か
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
『書
紀
』
撰
上
以
前
に
「正
史
」
へ
の
志
向
が
う
か
が
え
な
い
こ
と
と
軌
を
一
に
す
る
。
や
は
り
、
『書
紀
』
撰
上
以
前
は
、
六
朝
「
通
史
」
へ
の
志
向
が
つ
よ
か
っ
た
と
総
括
で
き
そ
う
だ
。
し
か
し
な
が
ら
奈
良
時
代
の
、
『書
紀
』
撰
上
後
の
あ
る
時
期
以
降
は
、
紀
伝
体
へ
の
志
向
を
豊
富
に
且
つ
は
っ
き
り
と
た
ど
れ
る
の
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
、
平
安
初
期
に
は
紀
伝
道
と
も
呼
ば
れ
、
の
ち
公
称
と
な
っ
た
学
科
の
は
じ
ま
り
を
あ
げ
よ
う
。
現
存
文
献
中
「紀
伝
」
の
用
例
は
奈
良
時
代
末
ま
で
し
か
さ
か
の
ぼ
れ
な
い
よ
う
だ
が
、
紀
伝
科
と
も
い
う
べ
き
も
の
の
実
体
は
、
お
そ
く
と
も
(28
)
(
29
)
奈
良
時
代
な
か
ば
に
は
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
天
平
二
年
「文
章
生
」
の
名
称
が
初
見
さ
れ
る
が
、
そ
の
学
習
は
『文
選
』
『爾
雅
』
の
読
書
が
主
で
あ
っ
て
史
書
は
従
で
あ
っ
た
。
の
ち
に
主
従
が
転
じ
て
「文
章
」
の
文
字
は
「紀
伝
」
に
お
き
か
え
ら
れ
る
け
れ
ど
、
背
景
に
は
紀
伝
科
志
望
の
学
生
の
増
加
が
あ
っ
た
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。
紀
伝
科
は
平
安
時
代
の
道
観
念
の
成
立
後
、
紀
伝
道
の
正
称
を
も
っ
て
公
式
の
学
科
と
な
っ
た
。
奈
良
時
代
の
紀
伝
科
の
教
科
に
つ
い
て
、
詳
細
を
明
か
す
史
料
を
見
な
い
が
、
紀
伝
道
の
主
た
る
教
科
が
「正
史
」
の
な
か
で
も
特
に
重
ん
ぜ
ら
れ
る
三
史
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
紀
伝
科
も
同
様
で
あ
っ
た
ろ
う
と
さ
れ
る
。
「紀
伝
」
の
語
か
ら
も
そ
れ
は
支
持
さ
れ
よ
う
。
紀
伝
科
の
成
長
か
ら
、
紀
伝
体
史
籍
へ
の
志
向
が
如
実
に
う
か
が
え
る
。
『書
紀
』
撰
上
以
前
と
は
、
お
お
い
に
様
相
が
異
な
る
と
い
わ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
注
目
す
べ
き
は
、
史
学
の
重
視
が
吉
備
真
備
の
伝
学
の
結
果
と
推
測
　　
　
さ
れ
る
こ
と
だ
。
「
日
本
書
紀
」
の
書
名
を
す
な
お
に
訓
め
ば
、
『日
本
書
』
の
「
(本
)
紀
」
と
な
る
だ
ろ
う
。
お
お
く
の
論
者
が
そ
う
訓
ん
で
き
た
し
、
私
も
前
稿
に
て
こ
の
訓
み
に
は
賛
意
を
し
め
し
た
。
「
日
本
書
の
紀
」
と
訓
む
の
が
た
だ
し
け
れ
ば
、
命
名
者
は
「日
本
書
紀
」
を
ぼ
紀
伝
体
の
史
書
の
本
紀
に
み
な
し
た
こ
と
に
な
る
。
命
名
の
原
理
は
、
お
お
く
「○
○
書
」
を
な
の
る
紀
伝
体
の
そ
れ
に
無
縁
と
　　
　
は
考
え
ら
れ
な
い
。
「
日
本
書
の
紀
」
の
名
義
の
背
景
に
は
、
諸
研
究
が
す
で
に
い
う
よ
う
に
、
紀
伝
体
史
籍
へ
の
志
向
が
読
取
れ
る
。
こ
れ
は
紀
伝
科
の
成
長
と
軌
を
一
に
す
る
。
以
上
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
「日
本
紀
」
の
「通
史
」
体
へ
の
志
向
と
、
「日
本
書
紀
」
の
紀
伝
体
へ
の
志
向
と
の
あ
い
だ
に
は
、
断
絶
が
あ
る
と
い
わ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
こ
の
断
絶
は
、
「
通
史
」
の
盛
行
し
た
六
朝
の
史
学
と
、
紀
伝
体
の
正
統
を
み
と
め
る
唐
の
史
学
と
の
体
系
の
ち
が
い
に
よ
く
重
な
る
。
現
存
文
献
中
は
じ
め
て
「正
史
」
の
類
目
を
お
い
た
隋
志
は
、
上
記
の
ご
と
く
六
朝
の
学
藝
を
忠
実
に
表
現
し
て
い
な
い
。
隋
志
史
部
の
も
と
つ
く
の
は
、
六
朝
で
は
な
く
唐
の
あ
た
ら
し
い
史
学
で
あ
る
。
さ
て
、
吉
備
真
備
に
よ
る
漢
籍
の
舶
載
は
よ
く
知
ら
れ
る
。
真
備
は
養
老
度
の
遣
唐
使
に
て
唐
に
わ
た
り
、
十
八
年
の
な
が
い
留
学
の
あ
い
だ
に
蒐
集
し
た
漢
籍
を
も
っ
て
帰
国
し
た
。
将
来
書
の
名
称
は
断
片
的
に
し
か
わ
か
ら
な
い
が
、
真
備
と
と
も
に
入
唐
し
同
時
に
帰
国
し
た
玄
肪
の
将
来
書
「経
論
五
千
餘
巻
」
に
匹
敵
す
る
規
模
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
、
し
ぼ
し
ば
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
二
人
の
留
学
は
、
外
典
の
蒐
集
を
真
備
に
、
内
曲
ハの
蒐
集
を
玄
肪
に
お
の
お
の
命
じ
て
の
派
遣
で
あ
っ
た
と
推
察
す
る
む
き
　お
　
が
お
お
い
。
こ
の
と
き
真
備
は
三
史
を
も
ち
か
え
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
紀
伝
科
流
行
の
は
じ
ま
り
に
真
備
の
伝
学
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
蓋
然
性
が
高
く
大
方
の
賛
同
が
え
ら
れ
よ
う
。
三
史
の
舶
載
は
、
た
し
か
に
紀
伝
体
へ
の
志
向
を
う
な
が
し
た
重
要
な
因
素
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
真
備
帰
朝
の
意
味
は
、
た
ん
な
る
書
籍
の
舶
載
に
と
ど
ま
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
真
備
が
在
唐
時
に
目
録
学
を
修
め
て
い
る
と
推
知
さ
れ
る
か
ら
だ
。
目
『
日
本
書
紀
』
は
「
正
史
」
か
三
七
三
八
録
学
は
、
た
だ
曲
ハ籍
の
分
類
法
を
論
じ
る
学
問
で
は
な
く
、
漢
籍
目
録
は
書
名
の
羅
列
で
は
な
い
。
学
藝
の
鳥
瞰
図
な
の
で
あ
る
。
目
録
に
は
当
時
の
学
藝
の
体
系
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
漢
土
に
お
い
て
目
録
学
と
い
う
特
別
の
学
問
を
成
立
せ
し
め
た
因
が
こ
こ
に
あ
る
。
真
備
の
帰
朝
は
書
籍
の
将
来
に
と
ど
ま
ら
ず
、
盛
唐
の
学
問
体
系
の
将
来
を
も
意
味
し
た
。
在
唐
時
の
真
備
が
師
事
し
た
ら
し
い
趙
玄
黙
な
る
人
物
は
、
陽
嬌
の
推
薦
で
学
官
に
就
任
し
「名
儒
」
「名
儒
冠
」
と
称
揚
さ
れ
た
　お
　
う
ち
の
一
人
だ
が
、
注
目
す
べ
き
は
玄
黙
が
目
録
学
に
明
る
か
っ
た
こ
と
だ
。
開
元
初
、
秘
閣
の
典
籍
を
「分
部
撰
次
」
し
た
際
、
担
当
し
た
学
者
の
一
人
が
「直
国
子
監
趙
玄
黙
」
で
あ
る
。
こ
の
整
理
作
業
は
『群
書
四
部
録
』
二
百
巻
に
結
実
す
る
が
、
「草
定
四
部
」
　
　
　
か
ら
『群
書
四
部
録
』
成
書
に
い
た
る
曲
折
に
、
玄
黙
が
具
体
的
に
ど
う
関
与
し
た
か
は
明
白
で
な
い
。
『群
書
四
部
録
』
(佚
書
)
は
「開
元
四
部
書
目
」
「開
元
四
部
録
」
と
も
称
さ
れ
、
こ
れ
を
略
編
し
た
の
が
先
述
『古
今
書
録
』
で
あ
る
。
『
古
今
書
録
』
の
分
類
は
隋
志
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
の
で
、
玄
黙
か
ら
真
備
へ
の
教
授
内
容
に
、
隋
志
と
お
な
じ
目
録
学
的
知
識
が
ふ
く
ま
れ
て
い
た
こ
と
　　
　
は
疑
い
を
容
れ
な
い
。
蒐
書
を
留
学
の
重
要
目
的
と
し
た
ら
し
い
真
備
に
し
て
み
れ
ぼ
、
目
録
学
の
習
得
は
望
む
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
真
備
の
ま
な
ん
だ
史
部
の
体
系
は
、
紀
伝
体
を
「正
史
」
に
位
置
づ
け
六
朝
「通
史
」
の
異
端
を
説
い
た
内
容
の
は
ず
で
あ
る
。
目
録
学
に
く
わ
し
い
真
備
だ
か
ら
こ
そ
、
紀
伝
体
の
正
当
性
を
奈
良
の
学
界
に
つ
た
え
、
三
史
を
中
心
と
す
る
「正
史
」
学
習
の
気
運
を
つ
く
り
え
た
の
だ
ろ
う
。
本
邦
に
お
け
る
「正
史
」
の
重
要
性
の
認
知
は
、
お
そ
ら
く
真
備
の
最
初
の
帰
朝
に
は
じ
ま
る
。
「正
史
」
概
念
の
将
来
者
と
し
て
、
真
備
は
ま
こ
と
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
だ
。
そ
の
真
備
が
帰
朝
し
た
の
は
天
平
七
年
(七
三
五
)
で
あ
る
。
『書
紀
』
撰
上
の
養
老
四
年
(七
二
〇
)
と
、
「日
本
書
紀
」
の
初
例
と
さ
れ
る
「古
記
」
の
成
っ
た
天
平
十
年
(七
三
八
)
こ
ろ
と
に
は
さ
ま
る
時
期
の
史
事
で
あ
っ
た
。
四
『書
紀
』
の
「
正
史
」
化
と
い
う
こ
と
さ
て
、
隋
志
の
初
伝
も
真
備
の
一
回
目
の
帰
朝
時
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
具
平
親
王
『弘
決
外
典
鈔
』
(以
下
『外
典
鈔
』
と
略
称
)
四
巻
は
、
唐
の
僧
湛
然
『止
観
輔
行
伝
弘
決
』
十
巻
の
注
釈
で
あ
る
。
『止
観
輔
行
伝
弘
決
』
に
引
く
大
量
の
外
典
を
抄
出
し
こ
れ
に
注
し
た
書
だ
が
、
そ
の
巻
一
に
一
箇
所
(二
条
)
の
み
隋
志
を
引
い
て
い
る
。
隋
志
、
経
、
「讖
緯
」
小
序
の
文
で
あ
る
。
『外
典
鈔
』
自
序
に
つ
づ
く
「外
典
目
」
末
尾
に
「右
弘
決
所
引
外
典
、
依
隋
訃
経
籍
志
等
、
記
目
録
而
備
尋
檢
矣
」
と
あ
り
、
隋
志
の
参
照
は
直
接
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
引
用
文
に
は
「世
」
字
が
三
つ
ふ
く
ま
れ
る
が
、
『外
典
鈔
』
原
撰
本
で
は
「世
」
字
を
缺
筆
し
て
い
た
と
思
し
い
。
『外
典
鈔
』
は
、
そ
の
自
序
に
正
暦
二
年
(九
九
一
)
二
月
二
十
九
日
の
日
附
を
も
ち
、
唐
滅
亡
の
八
十
四
年
後
の
成
立
と
判
明
す
る
。
現
存
す
る
最
古
の
『外
典
鈔
』
鈔
本
は
天
理
図
書
館
蔵
五
臣
注
『文
選
』
巻
二
十
残
巻
の
紙
背
に
あ
り
、
そ
の
巻
一
大
部
分
を
鈔
　あ
　
録
す
る
。
表
の
五
臣
注
『文
選
』
残
巻
が
平
安
中
期
の
重
鈔
本
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
『外
典
鈔
』
零
本
の
鈔
写
は
平
安
末
期
を
下
　サ
　
ら
な
い
と
い
う
。
「書
体
奇
古
」
で
原
撰
時
の
面
目
を
お
お
く
保
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
　お
　
肝
心
の
三
つ
の
.
世
L
字
を
天
理
本
『
外
曲
ハ鈔
』
は
こ
と
ご
と
く
「
卉
冖」
に
作
る
。
『
集
韻
』
(宋
本
)
が
「
世
、
…
…
古
作
喜
」
と
　
お
　
い
う
が
、
.喜
ご
は
唐
代
に
「
世
」
を
缺
筆
し
た
変
体
字
と
し
て
も
使
用
さ
れ
た
。
天
理
本
を
通
覧
す
れ
ば
領
会
さ
れ
る
が
、
同
本
の
『止
観
輔
行
伝
弘
決
』
か
ら
の
抄
録
文
と
具
平
親
王
の
引
用
文
と
は
、
通
じ
て
.世
L
を
「卉
ご
に
作
る
。
し
か
し
「
民
」
「治
」
等
の
ほ
か
の
唐
諱
は
常
体
字
で
避
諱
の
痕
跡
は
見
ら
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
旦
ハ平
親
王
の
使
用
し
た
諸
書
の
テ
キ
ス
ト
は
唐
諱
を
缺
筆
に
よ
り
避
諱
し
て
い
た
が
、
親
王
は
鈔
写
す
る
に
あ
た
り
末
画
を
お
ぎ
な
っ
て
常
体
字
に
復
し
た
の
だ
ろ
う
。
親
王
が
缺
筆
を
保
存
す
る
理
由
は
な
く
、
紙
面
の
美
観
を
考
慮
す
れ
ば
常
体
字
を
も
っ
て
す
る
の
が
常
識
的
な
措
置
だ
。
そ
の
な
か
で
、
特
に
改
変
す
る
必
要
が
な
い
の
は
「喜
」
字
で
あ
る
。
「卉
f
を
「世
」
の
異
体
に
見
な
せ
ば
改
易
は
不
要
で
あ
る
。
『日
本
書
紀
』
は
「
正
史
」
か
三
九
四
〇
『外
曲
ハ鈔
』
の
成
書
年
代
を
勘
案
す
れ
ば
、
具
平
親
王
の
手
に
し
た
漢
籍
が
隋
志
を
ふ
く
め
「世
」
を
避
諱
し
た
唐
鈔
本
で
あ
る
の
は
時
期
的
に
む
し
ろ
自
然
だ
。
隋
志
に
つ
い
て
い
え
ば
、
『五
代
史
志
』
上
進
の
顕
慶
元
年
五
月
と
.世
L
.
民
L
単
字
の
避
諱
が
は
じ
ま
る
同
二
年
十
二
月
と
の
間
隔
は
、
わ
つ
か
二
十
箇
月
で
あ
る
。
日
本
の
み
な
ら
ず
唐
代
に
お
こ
な
わ
れ
た
隋
志
が
ほ
と
ん
ど
「世
」
「民
」
を
避
諱
し
た
本
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
、
こ
の
事
実
か
ら
も
容
易
に
推
測
さ
れ
る
。
私
が
注
目
す
る
の
は
、
天
理
本
に
お
け
る
『帝
王
世
紀
』
書
名
の
表
記
で
あ
る
。
天
理
本
で
具
平
親
王
は
一
箇
所
(二
条
)
『帝
王
世
諮
』
を
引
く
が
、
書
名
の
.世
L
が
常
体
字
な
の
で
あ
る
(二
一三
二
頁
)
。
し
か
し
、
『止
観
輔
行
伝
弘
決
』
原
文
が
引
く
『帝
王
世
紀
』
の
書
名
は
「帝
王
喜
紀
」
に
作
る
(二
三
〇
頁
)
。
天
理
本
に
常
体
字
「
世
」
が
見
え
る
の
は
、
実
に
右
「帝
王
世
記
」
の
部
分
が
唯
一
で
、
ほ
か
は
こ
と
ご
と
く
「喜
」
に
作
る
。
こ
れ
は
、
具
平
親
王
の
実
見
し
た
『帝
王
世
紀
』
鈔
本
が
「世
」
避
諱
以
前
の
き
わ
め
て
ふ
る
い
鈔
写
に
な
っ
た
か
、
あ
る
い
は
そ
の
重
鈔
本
だ
か
ら
で
は
な
い
か
。
こ
れ
を
是
と
す
れ
ば
、
「卉
匚
「世
」
の
差
別
は
避
諱
の
有
無
を
表
明
し
て
お
り
、
舶
載
さ
れ
た
隋
志
が
顕
慶
二
年
十
二
月
以
降
の
鈔
本
で
あ
る
こ
と
の
一
論
拠
た
り
う
る
。
で
は
、
隋
志
は
い
つ
日
本
に
も
ち
こ
ま
れ
た
の
か
。
唐
諱
を
避
諱
し
な
い
武
周
時
代
に
渡
唐
し
た
大
宝
度
の
遣
唐
使
で
は
、
「世
」
を
避
諱
し
た
隋
志
の
将
来
は
む
つ
か
し
か
ろ
う
。
白
村
江
の
戦
役
前
後
の
第
四
・
五
・
六
次
遣
唐
使
に
よ
る
将
来
も
、
当
時
の
国
際
関
係
の
緊
張
を
か
ん
が
み
れ
ば
困
難
と
判
断
さ
れ
る
。
天
智
朝
の
遣
使
は
緊
張
状
況
の
継
続
下
に
お
け
る
外
交
儀
礼
的
側
面
が
つ
よ
い
の
　れ
　
で
な
お
さ
ら
だ
。
真
備
が
典
籍
を
蒐
集
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
探
書
帳
の
よ
う
な
リ
ス
ト
が
な
け
れ
ぼ
効
率
の
よ
い
蒐
書
は
で
き
な
い
。
『日
本
国
見
在
書
目
録
』
正
史
家
の
『東
観
漢
記
』
註
記
か
ら
、
真
備
の
蒐
書
は
秘
閣
の
蔵
書
を
利
用
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
当
時
に
あ
っ
て
全
き
コ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
な
す
に
は
、
秘
閣
の
書
目
に
も
と
つ
く
の
が
一
番
の
ち
か
み
ち
で
あ
る
。
四
巻
の
隋
志
は
そ
の
用
途
に
よ
く
か
な
う
。
趙
玄
黙
か
ら
講
義
を
う
け
た
真
備
は
、
隋
志
の
重
要
性
を
お
そ
わ
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
師
よ
り
隋
志
の
伝
録
を
ゆ
る
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
右
記
『東
観
漢
記
』
細
字
註
は
、
記
載
の
巻
数
が
隋
志
に
よ
る
こ
と
、
当
該
鈔
本
が
真
備
将
来
品
で
あ
る
こ
と
ヘ
へ
を
い
う
。
こ
の
記
事
と
同
註
が
ひ
く
真
備
の
将
来
書
「
目
録
注
」
の
「真
備
在
唐
国
多
処
営
求
、
竟
不
得
其
具
本
」
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
真
備
が
唐
に
あ
っ
て
探
書
の
台
帳
に
隋
志
を
も
ち
い
た
と
い
う
推
定
は
現
実
味
が
あ
る
。
『日
本
国
見
在
書
目
録
』
が
隋
志
の
巻
数
を
記
す
る
の
は
、
真
備
が
具
本
か
否
か
の
判
断
を
隋
志
に
あ
お
い
だ
こ
と
を
承
知
し
て
い
た
た
め
で
は
な
い
か
。
「正
史
」
概
念
の
将
来
と
あ
わ
せ
、
真
備
は
隋
志
の
初
伝
者
と
し
て
の
適
性
を
そ
な
え
て
い
る
。
紀
伝
体
へ
の
志
向
を
う
か
が
わ
せ
る
「
日
本
書
紀
」
の
名
称
と
、
真
備
の
帰
朝
と
は
お
そ
ら
く
無
縁
で
は
な
い
。
私
は
「日
本
書
ヘ
へ
紀
」
の
初
例
が
「古
記
」
で
あ
る
こ
と
に
着
目
す
る
。
「古
記
」
の
作
者
に
つ
い
て
は
大
き
く
二
説
、
大
和
長
岡
説
と
秦
大
麻
呂
説
と
　タ
が
あ
る
。
史
料
的
に
不
明
確
な
点
を
の
こ
し
な
が
ら
渡
唐
経
験
を
も
つ
二
人
だ
が
、
と
も
に
真
備
周
辺
の
人
物
で
あ
る
。
「古
記
」
の
成
立
は
、
真
備
が
大
宰
府
を
へ
て
奈
良
に
か
え
っ
た
天
平
七
年
の
三
年
後
、
同
十
年
こ
ろ
と
い
う
の
が
通
説
で
あ
る
。
真
備
か
ら
「古
記
」
作
者
へ
、
紀
伝
体
を
正
統
の
史
体
と
す
る
唐
の
史
学
知
識
の
供
与
が
あ
れ
ぼ
、
「古
記
」
は
『
日
本
紀
』
を
『日
本
書
』
の
本
紀
へ
と
容
易
に
よ
み
か
え
ら
れ
よ
う
。
さ
き
に
ふ
れ
た
紀
伝
科
の
増
長
を
は
じ
め
、
紀
伝
体
へ
の
志
向
は
、
隋
志
以
降
の
唐
の
新
史
学
の
流
入
が
な
け
れ
ば
説
明
し
え
な
い
。
遣
唐
使
に
よ
る
数
次
の
交
渉
を
お
も
え
ば
、
む
し
ろ
流
入
し
な
い
ほ
う
が
不
自
然
だ
。
紀
伝
体
を
正
統
と
す
る
史
観
は
同
時
に
「通
史
」
を
排
斥
す
る
史
観
で
も
あ
っ
た
。
最
新
の
唐
の
史
学
が
、
『書
紀
』
の
倣
っ
た
「
通
史
」
体
を
ば
異
端
に
み
な
し
た
事
実
を
、
そ
し
て
紀
伝
体
を
「正
史
」
の
体
例
に
評
価
し
た
事
実
を
、
奈
良
の
知
識
人
た
ち
は
ど
う
う
け
と
め
た
だ
ろ
う
か
。
私
は
、
そ
の
反
応
の
一
つ
が
「
日
本
書
紀
」
と
い
う
名
称
の
登
場
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
奈
良
の
史
学
家
た
ち
は
、
隋
志
が
異
端
と
断
じ
た
「
通
史
」
体
に
よ
る
『書
紀
』
を
、
最
上
に
序
列
さ
れ
る
紀
伝
体
に
ふ
さ
わ
し
い
名
義
に
あ
ら
た
め
る
こ
と
で
救
済
を
図
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
『書
紀
』
の
「正
史
」
化
、
と
で
も
い
う
よ
う
な
所
為
で
あ
る
。
こ
の
新
史
学
を
は
じ
め
て
日
本
に
も
ち
か
え
っ
た
の
は
、
天
平
七
年
に
帰
朝
し
た
吉
備
真
備
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
真
備
の
伝
学
を
契
機
と
し
た
紀
伝
道
の
盛
行
を
背
景
に
、
「古
記
」
の
ご
と
く
『書
紀
』
を
「日
本
書
の
紀
」
と
す
る
認
識
が
、
特
に
『書
紀
』
の
講
書
が
再
開
さ
れ
た
弘
仁
以
後
ひ
ろ
ま
る
、
と
い
う
の
が
私
『
日
本
書
紀
』
は
「
正
史
」
か
四
一
四
二
　れ
　
の
見
通
し
で
あ
る
。
註(
1
)
拙
稿
「
『
日
本
書
紀
』
書
名
論
序
説
」
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
三
五
、
二
〇
〇
七
。
以
下
、
前
稿
と
略
す
る
。
名
義
を
論
じ
た
諸
研
究
は
、
す
で
に
前
稿
で
紹
介
ず
み
な
の
で
く
り
か
え
さ
な
い
。
私
が
書
名
の
議
論
に
加
わ
る
の
は
別
に
目
的
が
あ
る
。
本
邦
上
代
に
お
い
て
、
六
朝
文
化
の
影
響
が
色
濃
い
下
地
に
、
唐
の
文
化
が
本
格
的
に
つ
た
わ
る
の
が
何
時
か
ら
か
。
こ
の
認
定
に
、
書
名
問
題
の
解
明
は
資
す
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
の
ち
に
少
し
く
ふ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
(2
)
「
通
史
」
体
史
籍
お
よ
び
そ
の
流
行
に
つ
い
て
は
、
戸
川
芳
郎
「帝
紀
と
生
成
論
1
『帝
王
世
紀
』
と
三
気
五
運
」
『漢
代
の
学
術
と
文
化
』
研
文
出
版
、
二
〇
〇
二
、
初
出
一
九
七
六
、
尾
崎
康
「
通
史
の
成
立
ま
で
」
斯
道
文
庫
論
集
七
、
一
九
六
八
な
ど
参
看
。
(
3
)
現
存
文
献
中
、
類
目
と
し
て
の
「
正
史
」
の
初
出
は
隋
志
で
あ
る
が
、
「
正
史
」
の
語
の
使
用
は
も
う
す
こ
し
さ
か
の
ぼ
り
、
梁
・
阮
孝
緒
『
正
史
削
繁
』
に
見
え
る
。
こ
の
「正
史
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
明
白
で
な
い
。
隋
志
以
前
の
用
例
は
、
も
う
一
つ
あ
る
。
現
行
『
金
楼
子
』
戒
子
篇
に
見
え
る
「
正
史
既
見
得
失
成
敗
、
此
経
国
之
所
急
、
五
経
之
外
、
宜
以
正
史
為
先
」
の
1j1I
載
だ
。
『
太
平
御
覧
』
巻
六
百
十
六
、
学
部
、
読
誦
も
該
文
を
引
く
。
「
五
経
」
に
準
ず
る
所
依
の
典
籍
と
し
て
「
正
史
」
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
た
と
え
ば
『
法
苑
珠
林
』
破
邪
篇
の
「
案
五
経
正
史
、
三
皇
已
来
並
不
云
別
有
天
尊
、
住
於
天
上
L
と
あ
る
用
法
に
よ
く
似
て
い
る
。
『法
苑
珠
林
』
の
文
章
は
引
用
文
で
は
な
く
道
世
の
手
に
成
る
地
の
文
に
読
め
、
ま
ず
は
隋
志
以
降
の
用
例
に
な
る
。
『金
楼
子
』
の
「正
史
」
の
語
は
、
隋
志
や
『法
苑
珠
林
』
の
「正
史
」
と
な
ら
べ
て
相
違
を
見
出
し
が
た
い
。
私
見
で
は
、
隋
志
の
「正
史
」
の
類
目
名
は
、
梁
元
帝
朝
の
秘
閣
の
分
類
に
由
来
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
四
部
の
各
名
称
を
「経
史
子
集
」
に
呼
ん
だ
早
い
例
は
、
梁
末
江
陵
の
元
帝
朝
が
お
こ
な
っ
た
秘
閣
の
蔵
書
整
理
で
あ
っ
た
。
『北
斉
書
』
巻
四
十
五
、
文
苑
、
顔
之
推
伝
所
引
「観
我
生
賦
」
自
注
が
こ
れ
を
い
う
。
勝
村
哲
也
「藝
文
類
聚
の
条
文
構
成
と
六
朝
目
録
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
」
(東
方
学
報
〈京
都
〉
六
二
、
一
九
九
〇
)
に
よ
れ
ば
、
梁
武
帝
が
つ
く
ら
せ
た
類
書
『華
林
遍
略
』
の
条
文
排
列
は
経
子
史
集
の
順
で
あ
っ
た
(
一
〇
二
頁
)。
常
識
的
に
、
こ
れ
は
武
帝
朝
建
康
の
秘
閣
の
分
類
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
秘
閣
の
目
録
は
実
際
の
配
架
目
録
を
兼
ね
て
い
る
の
が
通
常
だ
か
ら
、
書
籍
の
配
置
換
え
を
す
る
機
会
が
な
い
か
ぎ
り
、
目
録
の
分
類
法
を
あ
ら
た
め
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。
元
帝
は
江
陵
で
即
位
し
た
の
で
、
新
都
へ
の
書
籍
移
送
は
あ
ら
た
な
分
類
法
採
用
の
契
機
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。
元
帝
の
蔵
書
は
十
餘
万
巻
(来
新
夏
『古
曲
ハ目
録
学
浅
説
』
中
華
書
局
、
二
〇
〇
三
、
一
一
二
頁
)
と
も
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
整
理
に
は
愛
書
家
で
あ
っ
た
『金
楼
子
』
の
撰
者
元
帝
の
意
向
が
反
映
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
顔
之
推
・
師
古
を
へ
て
隋
志
に
影
響
し
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
て
よ
い
。
た
だ
し
、
「正
史
」
へ
の
正
統
性
の
付
与
は
、
隋
志
に
確
立
す
る
と
考
え
て
お
く
の
が
穏
当
に
思
わ
れ
る
。
唐
初
が
「
正
史
」
の
編
纂
史
上
で
も
劃
期
で
あ
っ
た
と
は
、
中
国
史
学
史
で
よ
く
説
か
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
個
人
の
著
述
か
ら
官
僚
す
な
わ
ち
「史
官
」
に
よ
る
分
担
執
筆
に
編
纂
法
が
変
わ
っ
た
の
が
唐
初
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
正
史
」
編
纂
権
の
国
家
に
よ
る
独
占
で
あ
る
が
、
本
文
中
で
述
べ
た
よ
う
に
隋
志
が
「
正
史
」
を
史
部
冒
頭
に
箇
条
し
、
こ
と
さ
ら
「
史
官
」
の
記
述
に
筆
を
割
く
の
は
、
編
纂
権
の
独
占
と
お
な
じ
目
的
下
の
造
作
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
(4
)
戸
川
芳
郎
「
四
部
分
類
と
史
籍
」
東
方
学
八
四
、
一
九
九
二
、
六
頁
。
(
5
)
隋
志
の
思
想
性
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
お
お
く
前
掲
、
戸
川
「
四
部
分
類
と
史
籍
」
に
負
っ
て
い
る
。
(
6
)
森
博
達
『
日
本
書
紀
の
謎
を
解
く
述
作
者
は
誰
か
』
中
央
公
論
新
社
(中
公
新
書
)
、
一
九
九
九
、
四
九
・
一
六
四
頁
。
(
7
)
小
島
憲
之
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
』
上
、
塙
書
房
、
一
九
六
二
、
三
五
四
ー
三
五
五
頁
。
(8
)
『旧
唐
書
』
巻
四
、
高
宗
紀
、
顕
慶
元
年
五
月
己
卯
条
、
お
よ
び
同
書
、
巻
七
十
三
、
李
延
寿
伝
。
(
9
)
『
五
代
史
志
』
撰
者
の
一
人
李
延
寿
は
、
『
五
代
史
志
』
成
書
か
ら
問
も
な
い
顕
慶
四
年
(六
五
九
)
に
『
北
史
』
を
著
し
た
。
そ
の
巻
百
、
序
伝
に
「
隋
書
十
志
」
の
文
字
が
あ
る
。
『五
代
史
志
』
が
そ
の
成
書
の
お
そ
く
と
も
三
年
後
に
は
『隋
書
』
に
附
属
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
し
か
し
、
『史
通
』
(七
一
〇
成
)
は
古
今
正
史
篇
で
『
五
代
史
志
』
に
つ
い
て
「
太
宗
崩
後
、
刊
勒
始
成
其
篇
第
、
雖
編
入
隋
書
、
其
実
別
行
、
俗
呼
為
五
代
史
志
L
と
、
『
五
代
史
志
』
の
書
名
で
の
単
行
を
い
う
。
同
様
の
記
事
は
「
宋
天
聖
二
年
隋
書
刊
本
原
跋
」
に
も
見
え
る
。
『隋
書
』
へ
の
編
入
後
も
、
そ
れ
と
は
別
に
『
五
代
史
志
』
は
単
独
で
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
『旧
唐
書
』
経
籍
志
に
は
「
五
代
史
志
」
「
隋
書
十
志
」
の
文
字
は
な
く
、
「
隋
書
八
十
五
巻
魏
徴
等
撰
」
と
の
み
あ
る
。
旧
志
は
開
元
年
間
成
書
の
毋
要
『古
今
書
録
』
を
流
用
し
た
目
録
な
の
で
、
開
元
当
時
す
で
に
『
五
代
史
志
』
は
、
す
っ
か
り
『隋
書
』
の
一
部
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
(10
)
東
野
治
之
「
『続
日
本
紀
』
所
載
の
漢
文
作
品
ー
漢
籍
の
利
用
を
中
心
に
」
『
日
本
古
代
木
簡
の
研
究
』
塙
圭
旦
房
、
一
九
八
三
、
初
出
一
九
七
九
。
(1
)
私
見
で
は
、
范
書
か
ら
の
直
接
引
用
に
見
え
る
文
章
は
、
『華
林
遍
略
』
に
引
か
れ
た
『東
観
漢
記
』
ほ
か
か
ら
の
間
接
引
用
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
「
范
曄
『
後
漢
書
』
の
伝
来
と
『
日
本
書
紀
』
」
を
用
意
し
て
い
る
。
(
12
)
前
掲
、
東
野
「
『続
日
本
紀
』
所
載
の
漢
文
作
品
i
漢
籍
の
利
用
を
中
心
に
」
二
三
三
頁
、
お
よ
び
陳
国
慶
(沢
田
昭
次
訳
)
『漢
籍
版
本
入
門
』
研
文
出
版
、
一
九
八
四
、
一
一
六
頁
。
(13
)
陳
垣
『
史
諱
挙
例
』
「
第
六
十
以
為
避
諱
回
改
而
致
誤
例
」
参
看
。
(
14
)
潤
色
が
、
「民
」
を
缺
筆
で
も
っ
て
避
諱
し
た
『
隋
書
』
に
よ
っ
て
、
そ
の
末
画
を
お
ぎ
な
っ
て
書
し
た
と
す
れ
ば
、
後
段
の
考
証
は
無
効
と
な
る
が
、
そ
の
可
能
性
は
ひ
く
い
と
判
断
さ
れ
る
。
公
的
に
缺
筆
を
明
言
す
る
史
料
の
初
出
は
顕
徳
五
年
(
六
六
〇
)
『
日
本
書
紀
』
は
「
正
史
」
か
四
三
四
四
の
詔
勅
で
、
こ
の
の
ち
缺
筆
は
頻
繁
に
も
ち
い
ら
れ
た
。
す
で
に
『
五
代
史
志
』
が
成
っ
て
四
年
が
す
ぎ
て
い
る
。
ま
ず
「
治
」
字
の
使
用
に
着
目
す
る
。
高
宗
朝
は
生
諱
を
避
諱
し
て
い
た
の
で
、
高
宗
以
降
の
鈔
本
は
「
治
」
を
ば
避
諱
し
て
い
た
は
ず
だ
。
現
行
『隋
書
』
の
e
を
み
る
に
「
民
」
の
避
諱
は
缺
筆
で
は
な
く
代
字
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
の
で
、
α
「治
」
の
避
諱
も
「持
」
「
理
」
等
の
代
字
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
は
ず
だ
。
C
が
「治
」
な
の
は
宋
人
が
元
字
に
も
ど
し
た
の
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
『隋
書
』
の
こ
の
部
分
の
唐
諱
を
避
け
る
や
り
か
た
は
代
字
を
も
ち
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
無
論
、
当
該
部
分
を
缺
筆
し
た
異
本
の
使
用
は
、
可
能
性
と
し
て
全
く
は
消
え
な
い
の
だ
が
、
『
隋
書
』
が
奉
勅
撰
で
あ
る
た
め
鈔
写
の
機
会
が
お
お
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
か
ら
、
当
該
『
隋
書
』
鈔
本
が
「
民
」
を
缺
筆
し
て
い
た
蓋
然
性
は
ひ
く
い
と
考
え
ら
れ
る
。
(15
)
以
下
の
論
述
は
お
お
く
、
布
目
潮
楓
「唐
職
制
律
の
「
上
書
奏
事
犯
諱
の
条
」
に
つ
い
て
i
避
諱
の
系
譜
L
『布
目
潮
楓
中
国
史
論
集
』
上
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
三
、
初
出
一
九
八
六
、
お
よ
び
中
村
裕
一
「
唐
代
史
料
に
み
え
る
「世
民
」
両
字
の
避
諱
L
『唐
代
官
文
書
研
究
』
中
文
出
版
社
、
一
九
九
一
、
初
出
一
九
八
五
に
負
っ
て
い
る
。
(16
)
『
旧
唐
書
』
巻
二
、
太
宗
紀
上
、
武
徳
九
年
六
月
己
巳
条
に
も
取
意
文
あ
り
。
(17
)
銭
大
听
『廿
二
史
考
異
』
巻
三
十
三
「
隋
高
祖
紀
上
」
も
貞
観
の
『
隋
書
』
成
書
の
際
、
「
其
時
不
避
世
字
、
如
王
世
積
・
陰
世
師
・
馮
世
基
・
薛
世
雄
・
虞
世
基
諸
人
伝
、
皆
未
回
避
」
と
い
う
。
(
18
)
王
鳴
盛
『十
七
史
商
権
』
巻
七
十
「
改
昏
葉
宮
」
。
(19
)
顕
慶
二
年
以
前
の
『隋
書
』
鈔
本
を
の
ち
に
な
っ
て
入
手
し
た
と
想
定
す
れ
ば
、
舶
載
の
下
限
は
第
八
次
遣
唐
使
の
帰
国
す
る
開
元
六
年
1
養
老
二
年
ま
で
さ
が
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
隋
志
を
附
属
し
た
か
は
、
想
定
じ
た
い
を
ふ
く
め
疑
問
だ
。
唐
代
に
お
け
る
書
籍
の
獲
得
に
は
非
常
の
困
難
を
と
も
な
っ
た
。
官
僚
の
蔵
書
量
は
せ
い
ぜ
い
数
百
巻
、
顔
之
推
以
前
と
同
水
準
で
あ
る
。
字
書
.
韻
書
等
の
限
ら
れ
た
も
の
を
の
ぞ
き
、
特
定
の
書
籍
の
入
手
は
ま
ず
無
理
だ
っ
た
。
か
ず
す
く
な
い
入
手
方
法
は
伝
録
(転
写
)
で
あ
っ
た
が
、
底
本
の
借
用
に
は
相
応
の
家
柄
・
官
位
あ
る
い
は
既
蔵
者
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
不
可
缺
で
あ
っ
た
。
井
上
進
『中
国
出
版
文
化
史
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
、
九
八
-
一
〇
一
頁
参
看
。
坂
上
康
俊
「書
禁
・
禁
書
と
法
曲
ハの
将
来
」
(九
州
史
学
一
二
九
、
二
〇
〇
一
)
は
唐
朝
の
書
禁
政
策
を
の
べ
、
あ
わ
せ
て
唐
内
部
に
お
け
る
史
書
流
通
の
低
調
、
各
遣
唐
使
が
書
籍
の
入
手
に
秘
閣
を
利
用
せ
ず
基
本
は
苦
労
の
お
お
い
自
前
の
探
書
活
動
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
、
指
摘
し
て
い
る
。
『隋
書
』
は
奉
勅
撰
の
史
書
で
あ
る
。
ふ
る
い
鈔
本
の
入
手
と
な
る
と
皇
帝
か
ら
の
下
賜
品
で
は
あ
り
え
ず
、
運
よ
く
ふ
る
い
鈔
本
を
借
覧
し
え
て
も
顕
慶
二
年
十
二
月
以
降
の
伝
録
で
あ
れ
ば
「民
」
を
避
諱
し
た
は
ず
だ
。
朝
鮮
半
島
か
ら
の
将
来
も
一
応
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
が
、
唐
本
国
で
の
流
通
が
ひ
く
い
書
籍
が
新
羅
等
に
豊
富
で
あ
る
は
ず
は
な
く
、
半
島
か
ら
の
舶
載
に
は
お
お
き
な
限
界
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
奉
勅
撰
の
「正
史
」
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
半
島
発
の
可
能
性
は
ひ
く
い
と
判
断
さ
れ
る
。
ま
た
大
宝
以
前
約
三
十
年
間
の
遣
唐
使
中
断
期
、
漢
籍
の
舶
載
が
杜
絶
し
た
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
そ
れ
は
限
定
的
で
過
大
な
評
価
は
で
き
な
い
。
坂
上
康
俊
「
大
宝
律
令
制
定
前
後
に
お
け
る
日
中
間
の
情
報
伝
播
」
『
日
中
文
化
交
流
史
叢
書
二
法
律
制
度
』
大
修
館
書
店
、
一
九
九
七
参
看
。
な
お
、
白
雉
の
遣
唐
使
の
史
実
性
に
つ
い
て
は
、
南
友
博
「
『
日
本
書
紀
』
白
雉
四
年
の
遣
唐
使
記
事
に
つ
い
て
」
奈
良
史
学
一
五
、
一
九
九
七
参
看
。
(
20
)
前
掲
、
小
島
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
』
上
、
三
五
五
頁
。
(
21
)
中
村
裕
一
『唐
代
公
文
書
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
六
、
八
-
九
頁
。
(
2
)
「盟
」
字
避
諱
の
種
々
の
や
り
か
た
は
、
王
彦
坤
編
著
『歴
代
避
諱
字
匯
曲
ハ』
中
州
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
七
、
六
二
一二
r
六
二
五
頁
に
く
わ
し
い
。
(
23
)
前
掲
、
蔵
中
『則
天
文
字
の
研
究
』
二
三
-
二
五
・
一
六
一
頁
な
ど
参
看
。
(24
)
前
掲
、
小
島
『上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
』
上
、
三
五
四
1
三
五
五
頁
。
(25
)
前
掲
、
蔵
中
『
則
天
文
字
の
研
究
』
六
三
-
六
七
・
七
二
頁
。
な
お
、
岩
崎
本
『書
紀
』
推
古
紀
に
二
箇
所
、
「
圀
」
字
の
使
用
が
あ
る
旨
報
告
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
『書
紀
』
編
纂
の
い
つ
の
時
点
で
「
圀
」
字
が
も
ち
い
ら
れ
た
か
は
分
明
で
な
い
。
蔵
中
同
上
書
七
六
-
七
七
頁
参
看
。
(
26
)
『令
集
解
』
巻
十
三
、
賦
役
令
の
書
入
中
に
一
箇
所
「
隋
書
日
」
と
明
記
し
て
二
条
が
引
用
さ
れ
る
。
奥
村
郁
三
編
著
『令
集
解
所
引
漢
籍
備
考
』
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
〇
、
三
九
〇
ー
三
九
一
頁
参
看
。
『
令
集
解
』
の
『隋
書
』
引
用
は
こ
れ
の
み
だ
が
、
両
条
中
に
あ
ら
わ
れ
る
三
つ
の
「
世
」
字
は
興
味
深
い
。
出
典
は
お
の
お
の
『
隋
書
』
巻
七
十
五
、
儒
林
、
辛
彦
之
伝
と
巻
七
十
二
、
孝
義
、
郭
儁
伝
と
で
あ
る
。
後
者
は
『令
集
解
』
の
「郭
世
儁
…
…
七
世
共
居
」
に
現
行
郭
儁
伝
「
郭
儁
…
…
七
葉
共
居
」
が
対
応
す
る
。
前
掲
、
王
『
歴
代
避
諱
字
匯
典
』
三
九
八
頁
の
引
く
『歴
代
諱
字
譜
』
「唐
太
宗
名
世
民
…
…
凡
五
世
・
七
世
・
累
世
、
皆
以
葉
字
代
」
の
解
説
か
ら
明
白
で
あ
る
が
、
現
行
『隋
書
』
の
字
づ
ら
は
顕
慶
二
年
十
二
月
以
降
の
唐
代
の
避
諱
状
況
を
保
存
し
て
い
る
。
ま
た
辛
彦
之
伝
現
行
本
に
『
令
集
解
』
所
引
「
曾
祖
・…
.・」
の
語
句
が
な
い
の
は
、
そ
も
そ
も
「
祖
父
」
直
前
に
あ
っ
た
「
曾
祖
…
…
」
句
を
現
行
本
が
落
し
て
い
る
か
ら
で
、
書
入
者
の
手
に
し
た
『
隋
書
』
は
脱
落
前
の
正
確
な
鈔
本
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。
「
又
見
斉
書
」
と
い
い
な
が
ら
該
句
が
蕭
子
顕
『
南
斉
書
』
に
見
え
な
い
の
は
、
こ
の
「
斉
書
」
が
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
所
載
の
李
百
薬
ま
た
は
沈
約
『斉
書
』
で
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
蕭
書
は
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
著
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
書
入
の
時
期
に
も
よ
る
が
当
時
未
舶
載
と
思
し
い
。
以
上
の
表
徴
は
書
入
者
の
よ
っ
た
『隋
書
』
が
「
世
」
単
字
避
諱
以
前
の
原
撰
時
の
姿
を
保
っ
た
ふ
る
い
系
統
の
鈔
本
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
『令
集
解
』
成
書
は
『
書
紀
』
撰
上
か
ら
約
百
五
十
年
の
ち
で
書
込
は
さ
ら
に
遅
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
書
込
者
は
あ
た
ら
し
い
唐
鈔
本
を
利
用
し
て
い
な
い
。
当
該
鈔
本
こ
そ
は
、
『書
紀
』
編
者
の
参
照
し
た
『隋
書
』
鈔
本
そ
の
も
の
、
あ
る
い
は
そ
の
転
写
本
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
『備
考
』
は
、
右
両
条
を
某
類
書
か
ら
の
孫
引
き
と
す
る
が
、
『
隋
書
』
を
載
録
し
た
類
書
と
し
て
適
当
な
書
の
想
定
は
困
難
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
『隋
書
』
か
ら
の
直
接
引
用
に
解
す
べ
き
で
、
書
入
と
い
う
特
殊
条
件
は
こ
の
見
方
を
有
利
に
す
る
。
『
日
本
書
紀
』
は
「
正
史
」
か
四
五
四
六
(
27
)
『
書
紀
』
白
雉
五
年
七
月
条
に
、
同
年
帰
朝
の
遣
唐
使
が
「
多
得
文
書
宝
物
」
の
功
に
よ
り
賞
賜
さ
れ
た
旨
記
載
が
あ
る
。
『隋
書
』
舶
載
は
こ
の
時
か
も
し
れ
な
い
。
(28
)
『続
日
本
紀
』
天
応
元
年
(七
八
一
)
十
一
月
壬
申
条
の
「
明
経
紀
伝
及
陰
陽
医
家
、
諸
才
能
之
士
、
賜
絲
各
十
絢
」
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
「
紀
伝
」
の
語
の
初
出
と
思
し
い
。
た
だ
、
同
書
天
平
宝
字
元
年
(七
五
七
)
十
一
月
癸
未
条
所
載
の
詔
勅
が
学
生
の
読
む
べ
き
典
籍
を
な
ら
べ
て
い
る
な
か
に
「
伝
生
者
三
史
」
の
文
字
が
あ
る
。
桃
裕
行
に
よ
れ
ば
、
「伝
生
」
と
は
の
ち
の
紀
伝
生
の
略
称
ら
し
い
。
桃
『
上
代
学
制
の
研
究
修
訂
版
』
桃
裕
行
著
作
集
一
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
四
、
一
四
三
頁
。
「伝
生
」
の
解
釈
は
二
説
あ
る
よ
う
だ
が
、
挙
示
さ
れ
て
い
る
書
が
三
史
(『
史
記
』
『
漢
書
』
と
、
お
そ
ら
く
范
曄
『後
漢
書
』
)
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
桃
の
推
定
は
正
鵠
を
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
奈
良
時
代
な
か
ば
、
特
に
三
史
を
ま
な
ぶ
学
生
が
い
た
の
で
あ
る
。
「伝
生
」
の
二
説
に
つ
い
て
は
、
古
藤
真
平
「文
章
科
と
紀
伝
道
」
古
代
学
研
究
所
研
究
紀
要
三
、
一
九
九
三
、
五
頁
参
照
。
な
お
、
こ
の
天
平
宝
字
元
年
条
が
「
三
史
」
の
本
邦
初
例
ら
し
い
。
そ
の
十
二
年
後
の
神
護
景
雲
三
年
(七
六
九
)
に
は
大
宰
府
が
三
史
の
下
賜
を
乞
い
、
『史
記
』
以
下
の
「
正
史
」
を
賜
っ
て
い
る
(
『続
日
本
紀
』
同
年
十
月
甲
辰
条
)
。
当
時
す
で
に
「
正
史
」
す
な
わ
ち
紀
伝
体
史
籍
へ
の
志
向
が
顕
著
で
あ
っ
た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
だ
ろ
う
。
(
29
)
『
続
日
本
紀
』
同
年
三
月
丁
亥
条
。
(30
)
前
掲
、
桃
『上
代
学
制
の
研
究
修
訂
版
』
一
四
1
-
1
四
三
頁
。
前
掲
、
古
藤
「文
章
科
と
紀
伝
道
」
は
、
文
章
科
設
置
(七
二
八
年
)
以
前
に
范
曄
『後
漢
書
』
を
く
わ
え
た
三
史
の
教
授
が
あ
っ
た
と
い
う
推
測
を
述
べ
桃
の
推
定
を
批
判
す
る
(
ニ
ー
五
頁
)
け
れ
ど
、
私
は
桃
説
を
支
持
す
る
。
范
書
初
伝
の
時
期
を
ふ
く
め
詳
細
は
別
稿
「
范
曄
『後
漢
書
』
の
伝
来
と
『
日
本
書
紀
』
」
で
論
じ
る
は
ず
で
あ
る
。
(
31
)
内
山
直
樹
に
よ
れ
ば
、
朝
代
名
に
「
書
」
字
を
く
わ
え
た
『
漢
ヘ
ヘ
ヘ
へ
書
』
の
命
名
は
、
『尚
書
』
の
「
虞
書
」
「
夏
書
」
「
商
書
」
「
周
書
」
の
あ
と
を
継
承
す
る
意
図
に
よ
る
と
い
う
。
そ
こ
に
は
『
漢
書
』
を
「
『尚
書
』
諸
科
の
保
証
す
る
正
統
の
王
朝
交
替
史
に
組
み
入
れ
る
と
い
う
、
よ
り
深
長
な
意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い
」
た
。
内
山
「
『史
記
』
『漢
書
』
の
「書
」
「
志
」
に
つ
い
て
1
名
称
を
め
ぐ
る
瑣
考
L
中
国
文
化
六
二
、
二
〇
〇
四
、
三
-
四
頁
。
「
正
史
」
の
「
○
○
書
」
の
冠
は
『漢
書
』
で
あ
る
。
「
日
本
書
」
の
命
名
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
『
尚
書
』
と
の
か
か
わ
り
ま
で
考
慮
し
た
う
え
で
か
否
か
。
(
32
)
太
田
晶
二
郎
「
吉
備
真
備
の
漢
籍
将
来
」
『
太
田
晶
二
郎
著
作
集
』
一
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
参
看
。
初
出
一
九
五
九
。
(
3
)
『
旧
唐
書
』
巻
百
八
十
五
下
、
『新
唐
書
』
巻
百
三
十
の
両
陽
嬌
伝
。
(
34
)
『
新
唐
書
』
巻
百
九
十
九
の
馬
懐
素
伝
お
よ
び
『
旧
唐
書
』
巻
四
十
六
、
経
籍
志
序
文
を
参
看
。
(35
)
真
備
の
目
録
学
研
修
に
つ
い
て
は
、
前
掲
、
太
田
「
吉
備
真
備
の
漢
籍
将
来
」
註
九
・
一
五
参
看
。
(36
)
五
臣
注
『
文
選
』
残
巻
等
と
と
も
に
『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
漢
籍
之
部
』
二
、
八
木
書
店
、
一
九
八
〇
に
影
印
。
天
理
本
の
掲
示
頁
数
は
影
印
本
の
そ
れ
。
(
37
)
影
印
本
の
小
川
環
樹
「
本
文
解
説
」
。
『
小
川
環
樹
著
作
集
』
五
、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
七
、
二
八
頁
。
(38
)
影
印
本
二
四
一
頁
。
唯
一
の
完
本
で
あ
る
宝
永
刊
本
、
鎌
倉
時
代
の
鈔
写
に
か
か
る
金
沢
文
庫
本
は
と
も
に
常
体
字
「
世
」
に
つ
く
り
原
撰
本
の
旧
を
失
し
て
い
る
。
(
39
)
前
掲
、
王
『
歴
代
避
諱
字
匯
典
』
三
九
九
頁
参
看
。
(40
)
松
田
好
弘
「天
智
朝
の
外
交
に
つ
い
て
1
壬
申
の
乱
と
の
関
連
を
め
ぐ
っ
て
」
立
命
館
文
学
四
一
五
・
四
一
六
・
四
一
七
合
併
号
、
一
九
八
〇
、
お
よ
び
新
蔵
正
道
「
第
五
次
遣
唐
使
と
六
六
六
年
の
封
禅
の
儀
」
古
代
史
の
研
究
八
、
一
九
九
〇
参
看
。
(
41
)
「
古
記
」
の
研
究
史
お
よ
び
現
在
の
到
達
点
は
、
宮
部
香
織
「大
宝
令
注
釈
書
「古
記
」
に
つ
い
て
1
研
究
史
の
整
理
と
問
題
点
L
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
九
〇
'
110
0
二
を
参
看
。
(42
)
内
典
の
玄
肪
と
外
典
の
真
備
と
、
こ
の
二
人
の
帰
朝
の
意
味
す
る
も
の
は
、
あ
た
ら
し
い
唐
の
学
藝
の
体
系
的
将
来
で
あ
っ
た
と
さ
だ
め
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
そ
れ
ま
で
の
学
藝
の
面
目
を
一
新
す
る
事
件
で
あ
っ
た
ろ
う
。
同
時
に
そ
れ
は
、
日
本
の
中
国
文
化
受
容
史
の
う
え
で
も
劃
期
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
上
代
の
早
い
時
期
に
、
お
も
に
百
済
経
由
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
さ
れ
る
六
朝
文
化
の
受
容
が
あ
っ
た
。
そ
の
基
底
の
う
え
に
唐
の
文
化
が
本
格
的
に
流
入
し
は
じ
め
た
時
期
は
従
来
漠
然
と
し
て
い
た
が
、
ま
ず
は
天
平
七
年
に
も
と
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
以
前
に
も
唐
と
の
交
渉
は
あ
っ
た
け
れ
ど
、
『書
紀
』
が
「通
史
」
を
志
向
し
た
こ
と
は
、
唐
文
化
の
伝
播
が
一
面
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
告
げ
て
い
る
。
唐
の
学
藝
を
具
現
し
た
二
人
と
大
量
の
典
籍
と
は
、
上
代
の
学
藝
に
六
朝
風
か
ら
唐
風
へ
の
質
的
変
化
を
も
た
ら
し
た
嚆
矢
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
日
本
書
紀
』
は
「
正
史
」
か
四
七

